
























































































































































































































































































☆
保
育
者
の
援
助 

★ 5 歳児になり張り切って⽣活する姿を⾒守るとともに、⽢える姿も受け⽌める。
★ 活動を通して⼀⼈⼀⼈との触れ合いを⼤切にし、信頼関係を育てていく。 
★ 幼児が困ったり不安になったりする姿が⾒られた時は、その気持ちに寄り添い、そっと

⼿助けをしたり、声を掛けたりして、安⼼して過ごせるようにする。 
★ ⽣活の流れの切り換えについて、幼児の様⼦を⾒ながら声掛けしたり、⼿助けしたりす

ることで、⾃分でできることは⾃分で⾏っていけるように援助し、幼児が⾃分でできた喜
びを味わえるようにする。 

☆ ⼀⼈⼀⼈の幼児の状況や⽣活リズムに合
わせた対応を⼼掛ける。 

☆ 預かり保育へ安⼼して移⾏できるように、
⼀⼈⼀⼈に合った丁寧な援助をする。 

☆ ⾃分の健康や体について関⼼をもち、⽣
活リズムや休息、⽔分補給の⼤切さに幼児
⾃⾝が気付き理解できるよう、援助する。

☆ ⼀⼈⼀⼈の⽣活を⾒守り、⾃分でできる

☆ 保育者が⼀緒に遊び、体を動かすことの

信頼関係を築き、情緒の安定を図る。

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ 申し送りの⽅法や連絡ノートの扱い⽅（記⼊の⽅法、回覧の⽅法など）について、年度
当初に保育者間で共通理解する。 

▲ それぞれの時間帯の⼀⼈⼀⼈の様⼦について情報交換する時間をもち、幼児の実態、よ
さ、課題などについて共通理解する。 

▲ 新年度には、保護者への伝達事項が多くなることが予想される。保育者は、保育にかか
わる役割と、保護者対応をする役割に分かれ、連携して対応する。 

△ 進級後、初めて預かり保育を利⽤する幼
児も多いので、移⾏時には、当⽇の預かり
保育担当者に密に申し送りをする。 

△ 進級して環境が変わるので、移⾏の⽅法
（幼児の⾝⽀度の仕⽅、保育者の動きな
ど）を、保育者間で共通にしておく。 

△ 個々の幼児の様⼦を把握し、時間設定
（午睡のもち⽅や移⾏時間など）について
保育者間で話し合う。 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ 保護者に、教育活動の様⼦を知らせる掲⽰板があることを知らせ、その掲⽰板を忘れず
に⾒ることを促す。 

□ 保護者が園に対して安⼼感をもてるよう
に、送迎時を利⽤して、教育活動時の様⼦
や預かり保育で楽しく過ごしている様⼦を
伝える。 

□ 保護者が園に対して安⼼感をもてるよ
うに、送迎時を利⽤して、教育活動での様
⼦や⻑時間保育で楽しく過ごしている様
⼦を伝える。 

□ 環境が変わり、不安を感じる保護者もい
るので、話を聞いて不安を受け⽌めたり、
園での様⼦を具体的に知らせたりする。 

□ 就学に向け、午睡をしない⽣活への移⾏
が円滑にできるように、家庭での⽣活リズ
ムや状況等を把握し、休⽇の午睡や⽣活リ
ズムについて保護者とともに考える。

預かり保育 ⻑時間保育 

ように援助をする。 

楽しさを共感する。 
☆ 一人一人の気持ちをしっかり受け止め、
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◆ ⽔遊びやプール活動などの教育活動を考慮し、ゆったり過ごせるような環境や遊びを設定
する。 

◆ 気温や天気、その⽇の運動量などを考慮し、⼾外活動や遊戯室を利⽤した運動的な遊びと
ゆったり過ごせる環境を⽤意する。 

◆ 遊びの様⼦や⼈数に応じて、安⼼して過ごせるように環境を構成するとともに安全にも配
慮する。 

◆ 個々の興味に合わせてじっくりと取り組んだり、幼児が主体的に遊びに取り組んだりでき
るよう、環境設定や時間の確保を⾏う。 

◆ 環境設定や活動時間を同じにすることで、⾃分から気付き、⾃分でできることは⾃分でし
ようという気持ちを育んでいく。

◇ 慣れ親しんでいる遊具、⽤具を⽤意し、
様⼦を⾒ながら新しい遊びを取り⼊れ、楽
しめるように⼯夫する。

◇ ⼀⼈⼀⼈が好きな遊びをじっくり楽しん
でいけるように玩具や遊びの内容を考え、⽤
意しておく。家庭的な雰囲気の中でゆったり
と過ごせるような環境作りを⼼掛ける。 

◇ 午睡は、眠れない幼児への対応（休息の取

● 預かり保育の保育者との信頼関係ができ、

安心して過ごせる場所だということを知り、預

かり保育で遊ぶことを楽しむ。 

● 生活の流れを覚え、自分でできることを自分

でやろうとする。 

● 好きな遊びを見付け、自分なりのペースや楽

しみ方で過ごす。 

● 戸外や室内で体を動かして遊ぶ。

● やってほしいことややってみたいことを保育

者に言葉で伝え遊ぶ。 

● 遊びや生活を通して友達とのかかわりを深め

ていく。 

● 友達とのつながりを感じながら遊び、互いに

自分の考えや気持ちを表したり相手の話を聞

いたりする。 

５歳児 Ⅱ期（６⽉〜９⽉上旬）

ね
ら
い 

◎ 自分の居場所や安心して過ごせる場所を見

付け安心して過ごしつつ、自分のことは自分で

行う。 

◎ 室内外で友達と体を動かして遊ぶ。 

◎ 友達とのつながりを深め、思いを伝え合いな

がら遊びを進める。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 水分補給に気を付け、活動と休息のバランス

を考え、元気に過ごす。 

● 自分で気付き、汗を拭いたり衣服の調節をし

たりする。 

● 戸外で友達と水に触れたり、シャボン玉や虫

取りをしたりするなど、夏ならではの遊びを楽し

む。 

● 様々な素材を使って、友達と一緒に作ったり表

現したりする。 

● 意見の違いがあっても、友達の気持ちや考え

を知り、分かろうとする。 

● 友達と相談しながら、様々な遊びを考えたり、

生活を進めたりする。 

● 身近な昆虫や動植物に関心をもち、栽培や飼

育を通して命の大切さを知る。 

● 午睡の時間が体を休める大切な時間であるこ

とに気付き、体を休める。 

◎ 活動と休息のバランスを考え、元気に過ごせ

るようにする。 

◎ 自分の力を十分に発揮して、活動や遊びに取

り組む。 

◎ 友達とのつながりを深め、夏ならではの遊びを

楽しみ、試したり考えたりして遊ぶ。 

⻑時間保育 

り方や午睡から起き、静かに過ごすなど）を
考慮する、時間を短縮するなど、就学に向け
て無理のない計画を立てる。
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育
者
の
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★ ⽣活に慣れ、思わぬ⾏動を取ったり、友達間のトラブルが起こったりするので、⼀⼈⼀
⼈の気持ちを受け⽌め、友達とのかかわりを楽しめるように仲⽴ちをする。 

★ ⼀⼈⼀⼈の幼児の状況や⽣活リズムに合わせた対応を⼼掛ける。 
★ 幼児が⽣活の流れを意識できるように声掛けし、それに気付き、⾃分から⾏おうとする

姿を認める。 
★ 幼児の気持ちを⼗分に受け⽌めたり、仲⽴ちをしたりしながら温かな雰囲気の中で友達

とのかかわりをもてるようにする。その中で、友達の気持ちを感じられるように配慮する。
☆ ⾃分の健康や体について関⼼をもち、⽣

活リズムや休息、⽔分補給の⼤切さに幼児
⾃⾝が気付き、⾃分で⾏えるように援助す
る。⼀⼈⼀⼈の幼児の状況を⾒極め、幼児
の姿や⽣活リズムに合わせた対応を⼼掛
ける。 

☆ ⻑時間保育へ安⼼して移⾏できるよう

☆ 夏に経験したことを話したい気持ちを受
け⽌め、⼀⼈⼀⼈の話を丁寧に聞き、楽しさ
に共感したり友達と話すきっかけをつくっ
たりする。また、みんなの前で話をし、聞い
てもらった喜びを感じられるような時間を
設ける。 

☆ 午睡時に眠れない幼児に対して、眠らなく

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ プール・⽔遊びの予定や内容など、教育活動中の保育内容について情報を共有し、⼀⽇
の中で静と動のバランスを考える。 

▲ 梅⾬以降、気候の変化で体調を崩す幼児も出てくるので、⼀⼈⼀⼈の体調に配慮する。 
▲ 夏季休業中は様々な保育者が保育にあたるので、学級担任は⽇頃の幼児の様⼦について

事前に伝えておく。特に配慮を要する幼児の情報は丁寧に伝えるようにする。 
▲ 夏季休業明けは⽣活のリズムが変わり、疲れが出やすい時期であるので、⼀⼈⼀⼈の様

⼦を丁寧に把握し、引継ぎをする。
△ 他のクラスと⼀緒にプールに⼊ったり交

流したりする際は、内容や時間などを保育者
間で⼗分に話し合い、連携して準備する。 

△ 個々の幼児の様⼦を把握し、午睡のもち⽅
や移⾏時間などについて保育者間で話し合
う。

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ 降園時の話やクラス便りを通して、幼児の姿や成⻑、友達関係の広がりについて知らせる。
■ 汗をかいたり⽔遊びをしたりして着替えが多くなるので、⾃分で着脱できる⾐類の準備、

記名、⾐類の補充などを依頼する。 
■ プール・⽔遊びに際して、プールカードなどを活⽤し、家庭と連絡を取り合い、健康状

態に⼗分に留意する。 
■ 夏は体が疲れやすいことや夏特有の病気が流⾏することを伝え、家庭でも⼗分に睡眠や

栄養がとれるよう配慮してもらう。 
■ 休み中の様⼦や経験したことを保護者から聞いたり、園での様⼦を伝えたりする。保護者に、教

育活動の様⼦を知らせる掲⽰板があることを知らせ、その掲⽰板を⾒ることを促す。 
□ 夏季休業中、夏季休業前後も安⼼して利

⽤してもらえるよう、⼀⽇の流れや持ち物
などを丁寧に説明する。 

□ 友達への関⼼が⾼まる時期であることを
踏まえ、トラブルの状況や対応を丁寧に知ら
せる。 

□ 休み明けは、⼀⼈⼀⼈の実態に応じて⽣活
リズムを取り戻せるように各家庭に協⼒を
求める。 

□

預かり保育 ⻑時間保育 

午睡や休息状況を個別に知らせる。

に、一人一人に合った丁寧な援助をする。 ても体を休めることが大切であることを個
別に知らせる。 
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◇
環
境
構
成

◆ 運動的な活動が増える時期なので、教育活動の内容・運動量や⼀⼈⼀⼈の様⼦を把握し、
落ち着いてゆったりと過ごせる環境を設定する。 

◆ 遊びの様⼦や⼈数に応じて、安⼼して過ごせるように環境を構成しながら安全にも配慮する。
◇ つい⽴てなどを活⽤し、⼀ ⼈ に な れ る

コーナーを作り、⾃分のペースやゆったり
と過ごせる空間を作る。 

◇ 環境の設定や活動時間を同じにすること
で、⾃分から気付き、⾃分でできることは
⾃分でやろうという気持ちを育んでいく。

◇ 個々の様⼦を⾒ながら遊びの計画を⽴

◇ 教育活動の内容や⼀⼈⼀⼈の健康状態に
応じて休息や午睡時間を考える。 

◇ じっくりと物作りに取り組める環境や時

◇ 雲の様⼦や⽊の葉の⾊の変化、⽊の実など
幼児の気付きに共感し、気付きを話題にす
る。季節の移り変わりや不思議さに関⼼がも
てるように、絵本や図鑑などの環境を⽤意
し、保育者も⼀緒に楽しむ。 

◇ ⾃分で⽣活のイメージや⾒通しをもって
⽣活できるようにする。 

◇ 午睡は、眠らない幼児への対応（午睡から

● 生活の流れやきまりを思い出し、自分ででき

ることを進んで行う。 

● 好きな遊びを友達と楽しむ。

● 秋空の下で心地よさを感じながら、体を動か

し、友達と遊びを発展させる。 

● 遊びや生活の中で自分の思いや考えを言葉

で伝え、相手の気持ちにも気付こうとする。 

● 自分の気持ちや思っていることを言葉で伝え

たり、相手の話を聞こうとしたりする。 

● 友達や保育者に自分の思いや気持ちを分か

るように伝えながら遊ぶ。 

５歳児 Ⅲ期（９⽉中旬〜１０⽉）

ね
ら
い 

◎ 生活や遊びのきまりを思い出しながら気持ち

よく生活し、自分でできることを進んでやってみ

ようとする。 

◎ 友達とのかかわりを大切にしながら好きな遊

びをじっくりと楽しむ。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 季節の変わり目で体調を崩しやすくなるので、

気温の変化に合わせて環境を整え、健康に生

活できるようにする。 

● 活動や遊びのバランス、体の疲れを考えて生

活しようとする。 

● 進んで戸外に出て遊び、友達と考えた遊びのル

ールを守って、思いきり体を動かして遊ぶ。 

● 目的をもって友達と一緒に作ったり、描いたり

する。 

● 友達の頑張っている姿を応援したり、できるよ

うになったことを共に喜び合ったりする。 

● ルールのある遊びを友達と楽しみ、相談したり

力を合わせたりする。 

● 異年齢児に遊びを教えたり、頼られる嬉しさを

実感したりする。 

● 午睡の時間が短くなったり、なくなったりするこ

とを知り、自分で休息をとろうとする。 

◎ 気温の変化に合わせて環境を整え、健康に過

ごせるようにする。 

◎ 戸外で十分に体を動かし、友達と一緒に遊び

や生活を展開する楽しさを味わう。 

◎ 共通の目的に向かって、友達と工夫したり考

えたりして自分たちで活動を進める。 

⻑時間保育 

間設定を考える。できあがった満足感や達成
感を味わえるようにし、遊びが継続できるよ
うに製作途中の物の置き場や約束事を幼児
と考える。 

て、幼児自身が選択できるようにする。

起き、静かに過ごすなど）を考慮する、時間
を短縮するなど、個々の様子を詳細に把握
し、無理のない計画を立てる。
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☆
保
育
者
の
援
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★ それぞれのペースに合わせて⽣活のリズムを取り戻し意欲的に⽣活できるように活動の
流れを分かりやすく知らせる。また、⽣活に必要なことに気付いて⾃分でやろうとしてい
る姿勢を認めるとともに、友達の姿を知らせ、互いに認め合うことができるよう働き掛け
る。 

★ ⽣活や遊びの場⾯で、⾏ってよいことといけないことや、今何をするときかを⾃ら考え
られるよう、⾔葉掛けをする。 

☆ 幼児の気持ちを⼗分に受け⽌めたり、仲⽴
ちをしたりしながら、温かな雰囲気の中で友
達とのかかわりをもてるようにする。その中
で、友達の気持ちを感じることができるよう
に配慮する。 

☆ ⻑時間保育へ安⼼して移⾏できるように、
⼀⼈⼀⼈に合った丁寧な援助をする。 

☆ 友達とのかかわり合いの様⼦を⾒守り、

☆ 気温の変化や活動によって⾐服を調節
する必要性や⼿洗い、うがいの⼤切さを知
らせ、健康に過ごせるようにする。 

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ 運動会へ向けたねらいを明確にするとともに、運動会終了後から修了へ向けての成⻑の
道筋について共通理解するため、保育者間で話し合う機会をもつ。 

▲ それぞれの時間帯の保育を⾒合う時間をもつ。運動会の練習を参観し、その⽇の保育を
構成するための参考にする。 

▲ 運動会の取組を受けて、踊ったり⾛ったりして楽しむ幼児が増えるため、安全に遊ぶこ
とができるように場を確保したり保育者が連携して⾒守ったりする。 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ 運動会のねらいや取組の過程について、クラス便りや掲⽰などを通して保護者に伝える。
■ 気候の状況や園での⽣活の様⼦などを伝え、⾐類の種類や数を考慮して準備してもらう

よう依頼する。
□ 久々に預かり保育を利⽤する保護者が安

⼼感をもてるように、掲⽰版などを利⽤し、
直近の預かり保育での様⼦を伝える。 

□ 午睡なしの⽇を設定するにあたり、園で
の様⼦や今後の予定を伝えるとともに、家
庭での幼児の体調や状況を聞き取り把握
する。 

預かり保育 ⻑時間保育 

それぞれが考えていることや気持ちを保
育者が丁寧に受け止める。幼児同士で上手
く話がつかなかったときには保育者が一
緒に原因を探り確かめながら、互いの考え
や思いを出し合えるように援助する。
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◇
環
境
構
成

◆ 外気との温度差を考慮しながら室温調整をしたり、換気や湿度にも配慮したりして健康に

と遊ぶ遊びを設定し、個々に選択して遊べるようにする。 
◆ 遊びに必要なものを⾃分のイメージをもち製作できるように材料の選定や環境設定を⾏う。
◇ 体調不良になりやすい時期でもあるので

個々の健康状態を把握し、無理のない活動

ーナーなど、⾃分のペースでゆったりと過
ごせる空間を作る。

◇ ⼀⼈⼀⼈が⾃分のペースを⼤切にしなが
ら、やりたい遊びをじっくりと取り組めるよ
うにするために、コーナーを設けるなど環境
設定を⼯夫する。 

◇ ⼾外で遊ぶ時間に、⽊の葉の変化や⾵の冷
たさなどから季節の移り変わりを肌で感じ
られるようにする。また、不思議に思ったり、
⾃分で調べたり、考えたりできるように図鑑
や⾍眼鏡などを⽤意する。 

◇ 感謝の気持ちや⼼地よさを感じるよう、保
育室や⾝の回りの⼤掃除をする。 

◇ 午睡なしの⽇を少しずつ増やしていく。そ
れに伴い、遊具を⾒直し、午睡をしない時間
をゆっくりと過ごせるように配慮する。ま
た、眠くなったり疲れたりしている幼児が安
⼼して休息できる場を⽤意する。

● 生活の仕方や約束事を理解し、自分でできる

ことを自分で行う。 

● 防寒着の始末や手洗い・うがいを自分から行

う。 

● 間食の後に鏡を見て口の周りを確認したり、

下着が出ていないかを自分で確認したりする

など、身だしなみを整える。 

● 自分のやりたい遊びを見付け、十分に楽し

む。 

● 戸外で鬼遊びやドッジボールなど思い切り体

を動かしながら、友達とルールを確かめあった

り、考えたりしながら遊ぶ。 

● 自分の思いや考えを伝えるとともに、友達の

意見も聞きながら一緒に遊ぶ。 

● やってほしいことややってみたいことを保育

者に言葉で伝えようとする。 

５歳児 Ⅳ期（１１⽉~１２⽉）

ね
ら
い 

◎ 生活や遊びのきまりを守り、気持ちよく生活

し、自分でできることを進んで行う。 

◎ 自分のやりたい遊びや体を動かす遊びを繰

り返し友達と楽しむ。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 一人一人が自己発揮し、安心して生活できる

ようにする。 

● 体調や気温、運動量に合わせて自分で衣服を

調節する。 

● 作った物で遊ぶことを楽しみ、満足感を味わう。

● 自然に親しむ中で、図形・数量・文字・時間等

に関心をもつ。 

● ルールや遊び方を考えながら全身を使って思

いきり遊ぶ。 

● 自分の考えを友達に分かるように言葉で伝え

たり、友達の気持ちを受け入れたりする。 

● 共通の目的に向かって、友達と話し合い工夫

しながら一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

● 異年齢の友達に思いやりをもってかかわる。

● 午睡時間が短くなったり、なくなったりすること

で自分の体調の変化に気付き、休息をとろうと

したり、保育者に状況を話したりする。 

◎ 生活に見通しをもち、友達と一緒に遊びや生

活を展開する楽しさを味わう。 

◎ 戸外で体を動かして遊ぶ心地よさを味わう。 

◎ 友達と一緒に考えやイメージを出し合い、共通

の目的に向かって、協力しながら実現していく喜

びを味わう。 

⻑時間保育 

過ごせるようにする。 
◆ 教育活動など幼児の一日の過ごし方に配慮しつつ、運動的な遊びとともに室内でじっくり

計画を立てる。 
◇ つい立てなどを活用し、一人になれるコ
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☆
保
育
者
の
援
助 

★ 遊びを進める中でトラブルが起きたときは、幼児同⼠が意⾒を出し合えるように⾒守り、
⾃分たちで解決できるように後押しする。 

★ ⻤遊びやドッジボールなどルールのある遊びを話し合いながら楽しむ場⾯を⼤切にし、

⾃分から気付くように声掛けをする。
☆ ⻑時間保育へ安⼼して移⾏できるように、

⼀⼈⼀⼈に合った丁寧な援助をする。 
☆ 幼児の頑張りやアイデアを認め、幼児全

体にも知らせることで友達の良さや⼤切
さに気付けるようにする。 

☆ 遊びや⽣活の中で、⾃ら危険なことに気付
き、⾃分で気を付けられるように、その都度
声をかけたり、全体で指導したりする。 

☆ 年末・年始の⾵習について、正⽉遊びや

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ それぞれの時間帯で使っている教材や楽しんでいる遊びを紹介するなど、それぞれの保
育について情報を交換し、参考になることを保育に取り⼊れる。 

▲ 気候の変化に伴い、体調を崩しやすい時期であるため、⼀⼈⼀⼈の体調の変化に留意し、
保育者間で情報を共有する。 

▲ ⼣⽅になると⼀⽇の疲れも⾒られるので、保育者間の連絡を密にし、幼児が安全に遊べ
るように⾒守る。 

▲ 個⼈⾯談の前には、事前にその幼児の成⻑と課題について、保育者間で情報を共有し、
保護者に伝える内容を整理する。 

▲ 個⼈⾯談終了後は、保護者と話した内容を保育者間で共有し、指導に⽣かしていく。
△ 冬季休業中の過ごし⽅（持ち帰る物、⼤

掃除の⽅法、異年齢交流など）を保育者間
で話し合う。 

△ 個々の幼児の様⼦を把握し、時間設定
（午睡のもち⽅や移⾏時間など）について
保育者間で話し合う。 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ 個⼈⾯談を設定し、遊びの様⼦や友達とのかかわりの中で変容した姿を伝え、成⻑を喜
び合う。 

■ ⼿洗いやうがいなど冬の健康な⽣活習慣について、園の取組を知らせるとともに、家庭
にも協⼒を求め、習慣の定着を図る。 

■ 外遊び⽤の上着や⽇常的に使う防寒着は、動きやすく、幼児が⾃分で扱うことができる
物を⽤意してもらうように依頼する。 

■ 感染症が流⾏する時期であるため、体調の変化が⾒られた時は詳細を伝え、注意を促す。
■ 園やクラスで感染症が発⽣した場合は、症状などを具体的に知らせ、注意を促す。
■ 感染症に罹患した場合は、出席停⽌の扱い、登園許可証の提出などについて伝え、協⼒

を求める。 
□ 家庭でも、⾃分でできることは⾃分で⾏

うよう、家庭での協⼒を依頼する。 
□ 午睡なしの⽇の家庭での様⼦などを聞

き取り、保護者とともに、よりよい⽣活の
組み⽴てについて考える。 

預かり保育 ⻑時間保育 

その様子を見守りながら必要に応じた援助や仲介をする。 
★ 感染症が流行しやすい時期であるため、衣服の調整や手洗い・うがいの大切さを伝え、

伝承遊びを一緒に楽しみながら話したり
幼児全体に対して分かりやすい言葉を選
び伝えたりする。 
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◇
環
境
構
成 

◆ ⽣活の⾒通しをもって⾏動できるように、時間や活動の流れを事前に知らせたり、⽣活の
流れを幼児と⼀緒に決めたりする。 

◆ ⼾外で遊ぶ機会を作り、体を動かして遊ぶ楽しさを味わえるようにする。 
◆ 好きな遊びを⾒付けてじっくりと遊べるような環境設定を⼼掛け、幼児がどんな遊びに興

味をもっているかを把握し、教材や玩具を準備する。 
◆ 異年齢児に思いやりをもってかかわったり、遊びを伝えたりできる場⾯を設定する。 
◇ つい⽴てを活⽤し⼀⼈で遊び込めるコー

ナーを作り、ゆったりと過ごせるようにす
る。 

◇ 好きな遊びをじっくりと楽しめるよう
に、幼児の様⼦を⾒たり要求を聞いたりし
ながら教材準備や環境設定を⾏う。 

◇ 預かり保育で楽しんできた遊びを振り返
って、遊具や⽤具を準備し、環境設定を⾏
う。  

◇ 午睡なしの⽣活になり体調不良になりや
すいので、⼀⼈⼀⼈の状態を確認し、無理な
く過ごせる活動内容や環境設定を考える。 

◇ こまやカルタ、すごろく等を準備し、いつ
でも友達と楽しめるように設定する。⽂字へ
の興味も出てくるので⾃分で読めるような
簡単な絵本やひらがな表などを⽤意する。 

◇ 冬の⾃然に触れ、⾃分で調べたり、イメー
ジをもって遊んだりできるように図鑑や絵
本などを準備する。 

◇ 園⽣活の思い出を振り返りながら⾃分た
ちで過ごした保育室の掃除や整理整頓を⾏
う場を設定する。 

◇ 午睡がなくなり、好きな遊びを⼗分に楽しめる
ように、新しい遊びを提供するなど環境設定を⼯
夫する。

● きまりを守り、よい生活習慣を身に付けて行

動する。 

● 保育者や友達に、生活の中で困っていること

を自分から伝えたり聞いたりするなど、自分で

できることが増え、自信をもって行動する。 

● 友達と季節ならではの遊びを楽しんだり、戸

外で体を動かしたりして遊ぶ。 

● 自分がやりたい遊びを見付け、意欲的に友

達と遊びを広げていく。 

● 様々な友達とのかかわりを深め、自分の考え

を伝えながら様々な遊びを楽しむ。 

● 友達とのつながりを感じ、一緒に過ごす喜び

を存分に味わう。 

５歳児 Ⅴ期（１⽉~３⽉）

ね
ら
い 

◎ 預かり保育でのきまりを守り、生活習慣を身

に付けて自分で行動する。 

◎ 自分がやりたい遊びを意欲的に展開してい

く。 

◎ 小学校１年生になる期待と自覚をもち、見通

しをもって生活する。 

預かり保育 

内
容
・
活
動
等

● 自らの生活習慣を見直すことを通して、よい生

活習慣について考え、行動に移す。 

● １年間を思い出し、自分の成長を感じ、就学へ

の期待をもって生活する。 

● こま回し、カルタ、すごろくなどで遊びながら文字

や数量・図形に興味をもち、理解を深める。 

● 冬の自然に関心をもち、遊びに取り入れ、試し

たり、工夫したりして遊ぶ。 

● 友達と一緒に積極的に運動遊びや集団遊び

を楽しむ。 

● 友達のよさを認め、役割を分担したり、力を合わ

せたりして遊びや生活を進め、友達とのつながりを

感じ、共に過ごす喜びを存分に味わう。 

● 異年齢児に自分からかかわり、遊びを通して

つながりを深める。 

● 自分たちの成長を保育者と共に喜び合う。 

● 午睡なしの生活に慣れ、意欲的に生活する。 

◎ 楽しかった経験を生かして繰り返し遊んだり、自分

の成長を感じたりしながら、就学への期待をもつ。 

◎ 冬の自然事象や身の回りの出来事に興味や

関心をもち、遊びに取り入れ楽しむ。 

◎ 自分の力を十分に発揮しながら、友達と協力

して遊びや生活を進め、充実感を味わう。 

⻑時間保育 
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☆
保
育
者
の
援
助 

★ 幼児が⽣活の流れを意識し、先を⾒通して⾏動できるよう、個々の状況に応じた援助を
する。 

★ 幼児同⼠が話し合ったり、ルールを決めたりしている姿を⾒守り、⾃信や意欲につなげ
る働き掛けをする。 

★ 友達とのかかわりの中でトラブルが⽣じた際は、その姿を⾒守り、幼児が援助を求めて
きたときには双⽅の気持ちを聞き仲介し、⼀緒に解決⽅法を探るようにする。 

★ ⾃分たちで遊びを進め、楽しんでいる姿を⼗分に認め、⾃信や仲間意識を⾼められるよ
うな働き掛けをする。 

★ 異年齢児へのかかわりを⾒守り、必要に応じて仲介する。
☆ 保護者の就労等により⻑時間保育へ移⾏

する際は、安⼼して⻑時間保育での⽣活にな
じめるよう、⼀⼈⼀⼈に合った丁寧な援助を
する。 

☆ ⽣活習慣がどの程度⾝に付いているの
か、⼀⼈⼀⼈確認しながら、必要に応じて
適切なアドバイスを与えるとともに、でき
ることを認め、⾃信につなげられるように
援助する。 

☆ 時間を意識して時計を⾒ながら⽣活で
きるように声掛けを⼯夫する。 

☆ 園⽣活を振り返ったり、思い出を話した
りしながら個々のよさを認め、成⻑を喜
び、⾃信をもって就学できるようにする。

 

△
保
育
者
間
の
連
携 

▲ ⽣活発表会に向けての活動や、当番活動の引継ぎ、お別れ会の準備など、様々な活動が
⼊ってくるので、疲れや興奮が⾒られる幼児も予想される。学級担任は教育活動での様⼦
を丁寧に伝える。 

▲ 感染症が流⾏する時期であることを踏まえ、幼児の体調については特に細かく引継ぎを
⾏う。また、各クラスの状況（罹患者数など）の情報を共有する。 

▲ ⼀⼈⼀⼈の幼児の成⻑と課題について、保育者間で話し合う機会をもち、共通理解をし
た上で次年度に引き継ぐ。 

 

□
保
護
者
と
の
連
携 

■ この時期ならではの⽣活発表会に向けた取組、当番の引継ぎ、お別れ会など修了へ向け
た取組などについて、⼝頭や掲⽰で知らせる。 

■ 保護者が、修了関係の書類提出や各種⼿続き等について遺漏なく⾏えるよう、重要事項
を保護者に確実に伝達できる園体制を整えておく。 

■ 感染症の発⽣状況や⼿洗い、うがいなどの予防の⼤切さを知らせるとともに、家庭でも
体調の変化に留意してもらうように促す。 

■ ⼩学校での保護者との連携は、就学前とは異なることを理解できるよう、機会を捉えて
話す。 

□ その⽇の幼児の姿から、成⻑を感じたこ
とを具体的に伝え、就学に向けて成⻑の喜
びを共有する。 

□ 幼児の成⻑の姿を具体的に知らせ、成⻑
の喜びを共有する。 

□ １年間の園への理解、協⼒に対するお礼
を伝えるとともに、就学に向けて⽣活を⾒
直すよう促す。 

□ 就学に向けて不安のないように保護者
とのコミュニケーションをより密にとっ
ていく。

 

預かり保育 ⻑時間保育 
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時間 
幼児の生活の流れ 

（活動等） 

環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 

３歳児 
【ねらい】 

・ 保育者や様々な年齢の友達と親しみをもって関

 わり、園生活の流れを理解する。 

・ 新しい環境に慣れ、好きな遊びを見付け、安心し

て生活する。 

 

13:45 

14:00 

14:45 

15:00 

15:45 

16:30 

17:30 

18:30 

20:30 

○ 長時間保育を利用する幼児は、午睡室へ

移動する。 

○ 午睡する。
（５歳児も夏休み明けまでは短い午睡をとる。）

○ 預かり保育を利用する幼児は、教育活動

の保育室から、預かり及び長時間保育の保

育室へ移動する。 

○ 間食する。

○ 好きな遊びをする。

（室内遊び・戸外遊び）

○ 預かり保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 長時間保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 他の保育室に移動し、０～２歳児と一緒

に過ごす。 

○ 保育を延長する幼児は、補食をとる。

○ 最終降園

◇ 午睡室に寝具の準備をする。 

☆ 不安な様子を見せる幼児には個別に寄り 

 添う。 

☆ 手洗い、うがい、排せつを促す。 

◇ 間食の準備をする。 

◇ 静と動の遊びに分けたり、遊びによって場

所（コーナー）を決めて落ち着いて遊べる環

 境を作る。 

☆ 寝ている幼児がまだいるので静かに保育 

室に入るように伝える。 

☆ 間食を喉に詰まらせることがないように 

 様子を見る。 

☆ 室内遊びでは、遊具の貸し借りができるよ

 うに声掛けをする。 

◇ 新入園児に配慮し、遊具は十分な数、量を

用意する。 

☆ 戸外遊びでは、一人で遊べる遊びも保障し

つつ、集団遊びにもかかわれるようにする。

☆ ４・５歳児の遊びの工夫に気付けるように

声掛けをする。 

☆ 疲れが出やすい時間帯なので、幼児がけが

をしないよう、高所での遊びや幼児同士のト

ラブルに注意する。 

◇ 使った遊具等をある程度整頓しておき、自

 分で進んで片付けができる環境を整える。 

☆ 自分が使った遊具を片付けるように促す。

☆ 衣服が汚れていれば、帰る前に着替えを促

す。 

☆ 迎えを待ちわびて不安になっている幼児 

 には安心できるように寄り添う。 

☆ ０～２歳児とかかわれるよう、保育者も一

緒に遊ぶことで自然な触れ合いを生み出す。

教育課程に係る教育時間の教育活動

三輪車・砂場遊び 等 

ままごと・絵本・描画 等 

   教育活動     後の指    導計画例（４月～５月）

（５）教育活動後の指導計画例（日ごと）

＜資料の見方＞

見開きで左右のページを合わせて１つの表として見ます。

・ 教育活動後の「幼児の生活の流れ」

をおおまかに記載しています。 

・ 各年齢の教育活動後のねら

いを記載しています。 
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環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 
預かり保育を利用する 

幼児に対する配慮点（△）

 

長時間保育を利用する 

幼児に対する配慮点（▲）

４歳児 ５歳児 
【ねらい】 

・ 進級後の生活の仕方が分かり、身の 

 回りのことを自分でやろうとする。 

・ 好きな遊びを見付け、気の合う友達 

 とかかわりながら安心して生活する。 

【ねらい】 
・ 自分でできることは自分でやろうとする。

・ 好きな遊びを見付け、新しい学級の友達と

積極的にかかわりながら安心して生活する。

・ 新入園児を温かく迎える。 

   

 

☆ 荷物を自分で整理整頓できるよう 

 に促す。 

 

 

 

 

 

☆ ５歳児を手本に自分で考えて行  

動できるよう５歳児の姿を伝える。 

☆ 荷物の整理整頓の仕方が分からな 

 い幼児には手助けをする。 

 

☆ 間食の時間を楽しめるように会話 

 の橋渡しをする。 

☆ 友達とイメージを共有できるよう 

 に援助する。 

 

☆ 戸外遊びでは、集団遊びになかな 

 か入れない幼児にルールを説明しな 

 がら一緒に遊べるようにする。 

 

☆ 自分で遊具を進んで片付けるよ 

 うに促す。 

☆ ３歳児の幼児と遊ぶ中で、優し 

 い気持ちをもてるように、保育者 

 がモデルとなって一緒にかかわる。

 

 
 
☆ 帰る前に自分が清潔かどうか確 

 認できるように声を掛け、必要で 

 あれば着替え等の手伝いを行う。 

 

 

 

 

☆ 疲れている中でけがをしないよ 

うに、落ち着いて遊べる配慮をす 

る。 

 

 

☆ 新入園児の手伝いをお願いする。

 

 

 

☆ 午睡をしたくない幼児にも少し 

 横になって過ごすことを伝え、午睡

 に抵抗感をもたないようにする。 

☆ ２０分程度経っても眠れない幼児

 は別室に移動し、静かに遊ぶ。 

☆ 間食の準備を手伝うように声を 

掛ける。 

 

☆ 食べ終わったら自分で片付けをす

るように促す。 

☆ 室内での動きが大きくなり過ぎな

 いように声掛けをする。 

 

☆ ３・４歳児に温かく接することが

できるよう保育者がモデルになる。

☆ ３・４歳児に優しく接する気持ち

をもてるように、世話をする機会 

を設けたり、保育者がモデルになっ

て一緒に遊びに加わったりする。 

☆ ３・４歳児とかかわる楽しさを味

 わえるように、世話をしてくれる幼

 児を認める声掛けをする。 

 
 
☆ 自分が使っていないものも片付け

 るように、手伝いをお願いする。 

☆ 戸外での遊びを終えて帰る時間ま

 でに、身だしなみを整えるように伝

 える。 
 
 

 

☆ ３・４歳児に優しく接している姿

を認める。 

 

 

▲ 教育活動中に起きたけ

がやトラブルについて学

級担任から連絡を受けた

場合は引き続き様子を見

守り、保護者に伝えられ

るようにする。 

▲ 午睡は入眠後から 1時

間～1 時間半を目安に

し、夜の睡眠に影響が出

ないようにする。 

△ 初めて預かり保育を利

 用する幼児には、流れを

 分かりやすく伝え、安心

 できるようにする。 

△ 不安の大きい幼児には

 教育活動の学級担任が一

 緒にかかわる。 

▲ 午睡から起きた幼児か

 ら間食を食べられるよう

 にする。 

△▲ アレルギーには十分

 に留意する。 

△▲ 異年齢でも一緒に遊

 べるように、５歳児が中

 心となってルールを考え

られるようにする。 

△ 納得して遊びを終える

 ことができるように、帰

る時間を早めに伝える。
 

△▲ 降園時間を把握し、

 降園時間が近付いたら 

準備するよう声掛けす 

る。 

▲ 保育時間が長い幼児 

が不安にならないよう、

保育者がかかわったり、

遊びを楽しめる環境を 

整えたりする。 
 

 

▲ 保育を延長する幼児が

いる場合は補食を準備

する。 

教育課程に係る教育時間の教育活動 

積み木・空き箱製作 等 

砂場遊び・固定遊具 等 

体操・踊り・○○ごっこ 等 

        ※ 「預かり保育」と「長時間保育」が同プログラムかつ３～５歳児混合保育 

・  「預かり保育を利用する幼児に対する配慮点（△）」と「長時間保育

を利用する幼児に対する配慮点（▲）」を記載しています。 

・ 預かり保育を利用する幼児に対しては、初めて利用したり久々に利用

したりすることを想定した配慮事項を、長時間保育を利用する幼児に対

しては、長い保育時間を想定した配慮事項について記載しています。 

・ 環境構成（◇）、保育者の援助（☆）を記

載しています。 

※ 複数の年齢の幼児に共通する事項は矢印

（   ）で表しています。 
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日
ご
と
の
指
導
計
画
例



時間 
幼児の生活の流れ 

（活動等） 

環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 

３歳児 
【ねらい】 

・ 保育者や様々な年齢の友達と親しみをもって関

 わり、園生活の流れを理解する。 

・ 新しい環境に慣れ、好きな遊びを見付け、安心し

て生活する。 

 

13:45 

14:00 

14:45 

15:00 

15:45 

16:30 

17:30 

18:30 

20:30 

○ 長時間保育を利用する幼児は、午睡室へ

移動する。 

○ 午睡する。
（５歳児も夏休み明けまでは短い午睡をとる。）

○ 預かり保育を利用する幼児は、教育活動

の保育室から、預かり及び長時間保育の保

育室へ移動する。 

○ 間食する。

○ 好きな遊びをする。

（室内遊び・戸外遊び）

○ 預かり保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 長時間保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 他の保育室に移動し、０～２歳児と一緒

に過ごす。 

○ 保育を延長する幼児は、補食をとる。

○ 最終降園

◇ 午睡室に寝具の準備をする。 

☆ 不安な様子を見せる幼児には個別に寄り 

 添う。 

☆ 手洗い、うがい、排せつを促す。 

◇ 間食の準備をする。 

◇ 静と動の遊びに分けたり、遊びによって場

所（コーナー）を決めて落ち着いて遊べる環

 境を作る。 

☆ 寝ている幼児がまだいるので静かに保育 

室に入るように伝える。 

☆ 間食を喉に詰まらせることがないように 

 様子を見る。 

☆ 室内遊びでは、遊具の貸し借りができるよ

 うに声掛けをする。 

◇ 新入園児に配慮し、遊具は十分な数、量を

用意する。 

☆ 戸外遊びでは、一人で遊べる遊びも保障し

つつ、集団遊びにもかかわれるようにする。

☆ ４・５歳児の遊びの工夫に気付けるように

声掛けをする。 

☆ 疲れが出やすい時間帯なので、幼児がけが

をしないよう、高所での遊びや幼児同士のト

ラブルに注意する。 

◇ 使った遊具等をある程度整頓しておき、自

 分で進んで片付けができる環境を整える。 

☆ 自分が使った遊具を片付けるように促す。

☆ 衣服が汚れていれば、帰る前に着替えを促

す。 

☆ 迎えを待ちわびて不安になっている幼児 

 には安心できるように寄り添う。 

☆ ０～２歳児とかかわれるよう、保育者も一

緒に遊ぶことで自然な触れ合いを生み出す。

教育課程に係る教育時間の教育活動

三輪車・砂場遊び 等 

ままごと・絵本・描画 等 

   教育活動     後の指    導計画例（４月～５月）
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環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 
預かり保育を利用する 

幼児に対する配慮点（△）

 

長時間保育を利用する 

幼児に対する配慮点（▲）

４歳児 ５歳児 
【ねらい】 

・ 進級後の生活の仕方が分かり、身の 

 回りのことを自分でやろうとする。 

・ 好きな遊びを見付け、気の合う友達 

 とかかわりながら安心して生活する。 

【ねらい】 
・ 自分でできることは自分でやろうとする。

・ 好きな遊びを見付け、新しい学級の友達と

積極的にかかわりながら安心して生活する。

・ 新入園児を温かく迎える。 

   

 

☆ 荷物を自分で整理整頓できるよう 

 に促す。 

 

 

 

 

 

☆ ５歳児を手本に自分で考えて行  

動できるよう５歳児の姿を伝える。 

☆ 荷物の整理整頓の仕方が分からな 

 い幼児には手助けをする。 

 

☆ 間食の時間を楽しめるように会話 

 の橋渡しをする。 

☆ 友達とイメージを共有できるよう 

 に援助する。 

 

☆ 戸外遊びでは、集団遊びになかな 

 か入れない幼児にルールを説明しな 

 がら一緒に遊べるようにする。 

 

☆ 自分で遊具を進んで片付けるよ 

 うに促す。 

☆ ３歳児の幼児と遊ぶ中で、優し 

 い気持ちをもてるように、保育者 

 がモデルとなって一緒にかかわる。

 

 
 
☆ 帰る前に自分が清潔かどうか確 

 認できるように声を掛け、必要で 

 あれば着替え等の手伝いを行う。 

 

 

 

 

☆ 疲れている中でけがをしないよ 

うに、落ち着いて遊べる配慮をす 

る。 

 

 

☆ 新入園児の手伝いをお願いする。

 

 

 

☆ 午睡をしたくない幼児にも少し 

 横になって過ごすことを伝え、午睡

 に抵抗感をもたないようにする。 

☆ ２０分程度経っても眠れない幼児

 は別室に移動し、静かに遊ぶ。 

☆ 間食の準備を手伝うように声を 

掛ける。 

 

☆ 食べ終わったら自分で片付けをす

るように促す。 

☆ 室内での動きが大きくなり過ぎな

 いように声掛けをする。 

 

☆ ３・４歳児に温かく接することが

できるよう保育者がモデルになる。

☆ ３・４歳児に優しく接する気持ち

をもてるように、世話をする機会 

を設けたり、保育者がモデルになっ

て一緒に遊びに加わったりする。 

☆ ３・４歳児とかかわる楽しさを味

 わえるように、世話をしてくれる幼

 児を認める声掛けをする。 

 
 
☆ 自分が使っていないものも片付け

 るように、手伝いをお願いする。 

☆ 戸外での遊びを終えて帰る時間ま

 でに、身だしなみを整えるように伝

 える。 
 
 

 

☆ ３・４歳児に優しく接している姿

を認める。 

 

 

▲ 教育活動中に起きたけ

がやトラブルについて学

級担任から連絡を受けた

場合は引き続き様子を見

守り、保護者に伝えられ

るようにする。 

▲ 午睡は入眠後から 1時

間～1 時間半を目安に

し、夜の睡眠に影響が出

ないようにする。 

△ 初めて預かり保育を利

 用する幼児には、流れを

 分かりやすく伝え、安心

 できるようにする。 

△ 不安の大きい幼児には

 教育活動の学級担任が一

 緒にかかわる。 

▲ 午睡から起きた幼児か

 ら間食を食べられるよう

 にする。 

△▲ アレルギーには十分

 に留意する。 

△▲ 異年齢でも一緒に遊

 べるように、５歳児が中

 心となってルールを考え

られるようにする。 

△ 納得して遊びを終える

 ことができるように、帰

る時間を早めに伝える。
 

△▲ 降園時間を把握し、

 降園時間が近付いたら 

準備するよう声掛けす 

る。 

▲ 保育時間が長い幼児 

が不安にならないよう、

保育者がかかわったり、

遊びを楽しめる環境を 

整えたりする。 
 

 

▲ 保育を延長する幼児が

いる場合は補食を準備

する。 

教育課程に係る教育時間の教育活動 

積み木・空き箱製作 等 

砂場遊び・固定遊具 等 

体操・踊り・○○ごっこ 等 

        ※ 「預かり保育」と「長時間保育」が同プログラムかつ３～５歳児混合保育 
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日
ご
と
の
指
導
計
画
例



時間 
幼児の生活の流れ 

（活動等） 

環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 

３歳児 
【ねらい】 

・ 身の回りのことや自分でできることをやろうとす

る。 

・ 興味や関心をもったことにかかわって遊ぼうとす

る。 

 

13:45 

14:00 

14:45 

15:00 

15:45 

16:30 

17:30 

18:30 

20:30 

○ 長時間保育を利用する幼児は、午睡室へ

移動する。 

○ 午睡する。
（５歳児も夏休み明けまでは短い午睡をとる。）

○ 預かり保育を利用する幼児は、教育活動

の保育室から、預かり保育及び長時間保育

の保育室へ移動する。 

○ 間食する。

○ 好きな遊びをする。

（室内遊び・戸外遊び）

○ 預かり保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 長時間保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 他の保育室に移動し、０～２歳児と一緒

に過ごす。 

○ 保育を延長する幼児は、補食をとる。

○ 最終降園

☆ 温かく声を掛けて迎え入れ、安心して保

 育室に入れるようにする。 

☆ 寝る時間であることを伝え、静かに部屋

に入るよう促す。保育者がモデルとなり、

どのように移動したらよいか分かるよう 

にする。 

☆ 手洗い、うがい、排せつを促す。 

◇ 間食の支度ができるよう、机や椅子を並

べておく。落ち着いて食べられるように、

机や椅子の間隔等を工夫する。 

◇ 落ち着いて遊べるように、静と動の遊び

の場所を分ける等、コーナーの作り方を工

夫する。 

※室内…ブロック、塗り絵、絵本 等 

※戸外…固定遊具、砂場 等 

☆ 異年齢のかかわりの中で様々な遊びに 

興味をもち、４・５歳児の姿を見て自分な

りにやってみようとする気持ちを認める。

◇ 自分で片付けができるように、あらかじ

 め遊具を集める等の配慮をしておく。 

☆ 降園時に忘れ物がないか幼児と一緒に 

確認し、できるだけ自分で身支度ができる

 ように声を掛ける。 

☆ 一日を振り返り、友達や保育者と挨拶を

し、次の登園を楽しみにできるようにす 

る。 

☆ ０～２歳児と遊ぶ中で、優しい気持ちを

もって接するなど年長者らしい姿が見ら

れた際には認める言葉を掛ける。 

教育課程に係る教育時間の教育活動

   教育活動     後の指    導計画例（６月～ １２月） ※ ７月～８月を除く
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環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 
預かり保育を利用する 

幼児に対する配慮点（△）

長時間保育を利用する 

幼児に対する配慮点（▲）

４歳児 ５歳児 
【ねらい】 

・ 身の回りの物の始末や片付けなどの仕

 方が分かり、進んで取り組む。 

・ 友達とのかかわりを楽しみながら自分

の動きや思いを出して遊ぶ。 

【ねらい】 

・ 共同の物の片付けの必要性を感じ、自

 分から片付けようとする。 

・ この季節ならではの遊びをゆったりと

した雰囲気の中で楽しむ。 

☆ 寝る時間であることを伝え、落 

ち着いて部屋に入れるようにする。 

◇ 間食の準備を幼児と一緒にで 

きるように配慮する。 

持ちをもてるように、保育者がモ

デルになり、知らせたりしてい

く。 

◇ 自分で進んで片付けができる 

ように、片付け場所の表示を明確 

にしておく。 

☆ 降園時には、幼児が自分で身支 

度ができるように、様子を見なが 

ら声を掛ける。 

☆ 日中の気候や活動により、疲れ 

ていることも考え、無理なく遊べ 

るように見守る。 

☆ 寝る時間・寝る部屋であること

を伝え、行動の仕方を考えて移動

☆ 食事前の準備や、３・４歳児の

配膳等を進んでできるように、見

守ったり手を添えたりする。 

ちをもてるように、接し方につい

て考えられるような言葉を掛け 

る。 

意欲をもって遊ぶ姿に共感し、認

める。

◇ 自分で意識して片付けができ

るように、幼児の動きを見守る。

また、共同の場にも考えが及ぶよ

うな言葉を掛ける。 

☆ 降園時には、自分で身支度を整

えている姿を認める。 

☆ 年下の乳幼児とかかわること

が負担にならないよう、かかわる

ことを強いないよう心掛ける。 

△▲ 日中の教育時間に

発生したけがやトラブ

ルについて学級担任か

ら連絡を受けた場合は

引き続き様子を見る。

また、必ず保護者に伝

えるようにする。 

△ 家庭での様子を聞く

等の連携をとり、休息

が必要かどうかを判断

する。 

△▲ 動線が分かりやす

いように環境構成の工

夫をする。 

▲ 家庭的な雰囲気の中

で、食事ができるよう

に、午睡から起きた幼

児から間食できるよう

に準備をしておく。 

△▲ アレルギーのある

幼児には、座る場に配

慮する、メニューを複

数で確認する等、十分

に配慮して間食を提供

する。 

△ 一人一人の降園時間

を把握し、降園時間が

近付いたら準備するよ

う声掛けする。 

▲ 保育時間が長い幼児

には、安心して過ごせ

るよう、個別に遊べる

環境を整える。 

▲ 保育を延長する幼児

がいる場合は補食の準

備をする。 

教育課程に係る教育時間の教育活動

落ち着いて遊べる場を作る。

◇ 落ち着いて遊べるように、静と

※室内…折り紙、積み木 等 

※戸外…固定遊具、かけっこ、 

フープ 等 

☆ 5 歳児の姿を見て挑戦する気 

持ちを認める。 

☆ 3歳児や友達に優しく接する気

コリント、写し絵 等 

※戸外…鬼遊び、リレー 等 

  ※ 「預かり保育」と「長時間保育」が同プログラムかつ３～５歳児混合保育

◇ つい立てやサークルを活用し、

 できるようにする。 

☆ 年下の幼児の午睡のための着

替えや布団の準備等に取り組むこ

とで自信をもてるようにする。

動の遊びに分けたり、幼児の姿か

ら環境を再構成したりする。 

※室内…季節の装飾作り、 

☆ ３・４歳児に優しく接する気持

☆ ３・４歳児とかかわることで、
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時間 
幼児の生活の流れ 

（活動等） 

環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 

３歳児 
【ねらい】 

・ 生活に必要なことが分かり、できることを自分

 からやろうとする。 

・ 自分のやりたい遊びを保育者や近くにいる友達

と楽しむ。 

 

13:45 

14:00 

14:45 

15:00 

15:45 

16:30 

17:30 

18:30 

20:30 

○ 長時間保育を利用する幼児は、午睡室へ

移動する。 

○ 午睡する。

（５歳児は体力がついてきているため、

必要な幼児のみ午睡をとる。） 

○ 預かり保育を利用する幼児は、教育活動

の保育室から、預かり保育及び長時間保育

の保育室へ移動する。 

○ 間食する。

○ 好きな遊びをする。

（室内遊び・戸外遊び）

○ 預かり保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 長時間保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 他の保育室に移動し、０～２歳児と一緒

に過ごす。 

○ 保育を延長する幼児は、補食をとる。

○ 最終降園

☆ 寝る時間であることを理解し、静かに部

屋に入ってくる行動を認める。 

◇ 間食の支度が自分で少しでもできたり、

椅子を自分で並べたりできるよう、意図的

に椅子置き場に残したままにしておく。 

◇ この季節ならではの遊具を用意する。 

☆ ５歳児の修了が近いことを伝え、かかわ

って遊べるよう配慮する。 

※室内…カルタ、すごろく 等 

※戸外…長縄跳び、鬼遊び 等 

◇ 片付ける場所や順番を分かりやすく絵や

写真で示すなど、関心をもった幼児が自分な

りに見通しをもって取り組めるようにする。

☆ 片付けや着替え、帰りの支度など、幼児が

自分で最後までやってみようとする意欲を

大いに認め、できた喜びを味わえるようにす

る。 

教育活動後の指導計画例（１⽉〜３⽉）

教育課程に係る教育時間の教育活動
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環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 
預かり保育を利用する 

幼児に対する配慮点（△）

長時間保育を利用する 

幼児に対する配慮点（▲）

４歳児 ５歳児 
【ねらい】 

・ 基本的な生活習慣を身に付け、生活や

遊びのきまりを守り、進級することへの

 期待や自信をもつ。 

・ 自分の好きな遊びを十分に楽しむ。 

【ねらい】 

・ 生活に見通しをもち、場や状況に応 

 じた行動をとる。 

・ 思いや考えを様々な方法で表現し、 

遊びや生活に楽しんで取り組む。 

◇ ５歳児と協力しながら間食の支 

度に取り組む姿を認め、次年度は 

最高学年になるという喜びと自覚 

を感じられるようにする。 

☆ ５歳児の修了が近いため、可能 

な限り、かかわって遊べるよう配 

慮する。 

※室内…カルタ、すごろく、 

鬼遊び 等 

◇ 最高学年になる期待感を高める 

ため、片付けや帰りの支度をする 

時間を利用して、５歳児から生活 

する上で気を付けていることや頑 

張っていることを直接聞く場を設 

ける。 

☆ ４歳児に声を掛けながら、主体

的に午睡の準備を進める姿を認め

る。昨年あるいは一昨年の同時期

の姿を振り返り、自分で成長を感

じられるような言葉を掛ける。 

◇ ５歳児が３・４歳児をリードし

て幼児たちで間食の支度を進めら

れるよう見守る。主体的に取り組

む姿を大いに認める。 

☆ 可能な限り、３・４歳児とかか

わって遊べるよう配慮する。 

※室内…カルタ、すごろく、 

鬼遊び 等 

◇ 園生活を自分たちで進めている

充実感を味わい、修了への期待感

を高められるよう、片付けや帰り

の支度をする時間を利用して、伝

えたいことや自分たちが頑張って

いることを、実際に４歳児に伝え

る場を設ける。 

△ 間食の支度について

は、長時間保育を利用

する幼児が中心となっ

て準備を進めるため、

預かり保育を利用する

幼児も力を発揮できる

よう配慮する。 

△ 長時間保育を利用す

る幼児同士の輪に入り

づらそうな様子が見ら

れたら、保育者が橋渡

しをする。 

△ 預かり保育を利用す

教育課程に係る教育時間の教育活動

  ※ 「預かり保育」と「長時間保育」が同プログラムかつ３～５歳児混合保育

引きごま 等 

※戸外…長縄跳び、ドッジボール、 

投げごま 等 

※戸外…長縄跳び、ドッジボール、

る５歳児にも、自分が

頑張っていることを４

歳児に伝える場を設け、 

修了への期待感を高め

るとともに、自らの成

長を実感できるように

する。 

☆ 午睡までの行動を見通し、５歳

児の真似をしながら主体的に寝る 

準備を始める動きを認める。  
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時間 
幼児の生活の流れ 

（活動等） 

環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 

３歳児 
【ねらい】 

・ 自分の身の回りのことを、自分でやろうという気

持ちをもつ。 

・ 保育者や友達とかかわりながら、自分の好きな

遊びを見付けて遊ぶ。 

7:30 

8;40 

9:00 

10:45 

○ 長時間保育児は順次登園する。

○ 身支度を整える。

○ 好きな遊びをする。（室内）

○ 片付ける。

○ トイレに行く。

○ 集合し、今日の予定を知る。

○ 魚、カブトムシの餌やり

（3 歳児）

○ ウサギ、モルモット小屋の掃除

（4 歳児・5 歳児）

○ 夏野菜・草花に水をやる。

○ 休憩、水分補給をする。

○ 水着に着替える。

○ 体操する。

○ プールで水遊びをする。

（3 歳用のプールと、4・5 歳用のプール）

☆ 登園時には、一人一人の体調を把握し、感

染症の早期発見や予防に努める。 

☆ 身支度を自分なりにやろうとする意欲を 

認める。 

間を考慮し、短い時間でも楽しめる遊びを一緒に

考えたり提示したりする。 

◇ 個々にゆったりと遊べる遊び（パズル、粘土、

ブロック、絵本、製作等）を用意する。 

☆ 少し前に片付けを予告しておくことで、気

もち、生活できるようにする。 

☆ 幼児と一緒に魚の餌やりなどをしながら、

驚きや発見に共感する。 

☆ 幼児と一緒に夏野菜の世話をしながら、

形、色、匂い、感触の変化に気付いたり、収

穫への期待をもったりできるようにする。 

◇ 着替えの手順は図で示し、自分でできる時

 間を十分に確保する。 

☆ さりげなく援助することで、自分でできた

 と思えるようにする。 

◇ 水鉄砲や輪投げなど道具を使うなど、楽し

い雰囲気で遊ぶ中で、水に慣れるようにする。

◇ 顔に水がかかることを嫌がったり、水を怖

がったりする幼児もいるので、実態に応じて

場を分け、安心して水遊びが楽しめるように

する。 

◇ 状況に応じて４歳児、５歳児と同じ遊具を

使ったり、一緒のプールで水遊びをしたりし

ながら、みんなで一緒に遊ぶ楽しさを感じら

れるようにする。 

◇ 少人数でもリラックスしてそれぞれにやりたい

持ちの切り替えがスムーズにできるようにす 

 る。 

☆ 今日の予定を聞くことで、一日に期待感を

遊びに取り組めるように、ござや段ボール、つい立て

などの仕切りでコーナーを作る等の配慮をする。 

◇ 遅い時間帯に登園した幼児は、片付けまでの時

           長期休業期間中の指導計画例（７月～８月）
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環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 
預かり保育を利用する 

幼児に対する配慮点（△）

長時間保育を利用する 

幼児に対する配慮点（▲）

４歳児 ５歳児 
【ねらい】 

・ 異年齢の友達との生活を楽しみなが 

ら、自分のことは自分からやろうとす

る。 

・ 水の中での遊びを十分に楽しむ。 

【ねらい】 

・ 見通しをもち、自分たちで生活を進

 めていこうとする。 

・ 自分なりのめあてをもって、プール 

遊びに取り組む楽しさを感じる。 

☆ 身支度を自分からやろうとする

姿を見守り、認めていく。 

◇ 5 歳児に名札を付けてもらうこ

とで、かかわるきっかけをもてるよ

うにする。 

☆ 5 歳児の声を聞いて、片付けを自 

分たちで進めようとする意欲を認

める。 

☆ 話の聞き方や姿勢について、5 歳

児を見るように促し、自分で気付く

ことができるようにする。 

◇ 5歳児に世話の方法を教えても 

らい、親しみの気持ちをもてるよう 

にする。 

☆ 分からないことは 5 歳児に聞く 

よう助言する。 

☆ 幼児が疑問に思ったり発見した 

りしたことに共感しながら、その気 

付きを周囲の幼児にも知らせる。 

☆ 幼児が自分のことを自分でやろ 

うとする姿を認める。 

☆ 水分補給の大切さを話し、必要感 

をもって自分から進んで水分補給

を行うように促す。 

☆ 水遊びでは約束を守ることの大 

◇ 5歳児と一緒にプールに入った

り、同じ道具を使ったりすること

で、憧れたり真似たりして遊べるよ

うにする。 

◇ 5 歳児の姿を見せることによっ

☆ ５歳児の動きが他の学年の手本

になることを伝え、意識をもって 

行動できるようにする。 

☆ 身支度を終える時間や片付けの

時間の目安を伝え、生活に自分なり

の見通しをもてるようにする。 

☆ 片付けの時間をあらかじめ 5歳

児に知らせておくことで、自分たち

で片付けの時間に気付き、周りの幼

児に教えられるようにする。 

◇ 自分で予定を確認できるように、

週予定を掲示する。 

☆ 話を聞く態度、挨拶、返事等が、

3・4 歳児の手本となっていること

を意識できるように、よい姿を具体

的に認める。 

☆ 5 歳児がリードをとりながら、当

番活動を進めようとする姿を見守

る。4 歳児が困っていたら、そのこ

とに気付けるように言葉を掛ける。

☆ 植物の世話や収穫を通して、そ

の生長や色や形、匂い、数量などに

歳児の着替えを手伝ったり、4 歳児

の様子を見守ったりするように言

葉を掛け、年長者としての有能感を

もてるようにする。 

☆ 自分ができるようになったこと

を繰り返したり友達の刺激を受け

て新しいことに挑戦したりする姿

を認める。 

☆ めあてに向かって頑張っている

様子や、できるようになったことな

どを認め、達成感を味わえるように

する。 

△ 預かり保育の利用の経

験差に配慮しながら、援

助の程度を考える。 

△ 一日の予定を確認する

ことで、見通しをもち、

安心して過ごせるように

する。 

△ 学級担任から一人一人

への援助の仕方を引き継

ぎ、教育時間と一貫した

指導ができるようにする。

▲ 学年ごとの経験内容を

教員間で共通理解し、各

年齢に合った経験を積み

重ねていけるように配慮

する。 

△ 水遊びの指導内容や体

操の内容は、学級担任と

事前に話し合っておく。

△  水遊びは、年齢別では

なく、水慣れの程度でグ

ループを分けるなど、一

人一人の経験の違いに配

慮し、個別指導ができる

ようにする。また、無理

なく水に親しめるように、

水位の調節や遊び方を工

夫する。 

  ※ 「預かり保育」と「長時間保育」が同プログラムかつ３～５歳児混合保育

て、顔をつける、潜るなど、挑戦し

ようとする意欲につなげる。 

切さを知らせ、事故やけがにつなが 

らない安全な遊び方を伝える。ま

た、危険な場合は機会を捉えて指導

する。 

関心がもてるように言葉を掛ける。 

☆ 着替えが早く済んだ幼児には、3
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12:30 

13:30 

15:00 

15:30 

16:00 

18:30 

20:30 

○ 給食を準備する。

○ 給食をとる。

○ 午睡する。

○ 起床する。

○ 間食する。

○ 好きな遊びをする。（室内）

○ 預かり保育を利用する幼児は、降園する。

○ 補食をとる。

○ 好きな遊びをする。（室内）

○ 最終降園

◇ 水着の着脱や後始末などを自分でやろう 

とする意欲を認める。 

◇ 水遊び後は落ち着ける場を作り、体を休め

られるようにする。 

☆ 全員が揃うまでの間は、早く集まった幼児

と手遊びをするなどして、楽しく落ち着いて

 待てるようにする。 

☆ 4・5 歳児が箸を使って食べることやこぼ

さないで食べる様子などを見て、憧れの気持

ちや真似してみようという気持ちをもてる

ようにする。 

◇ 4・5 歳児が着替える様子を見たり、午睡

の準備を手伝ってもらったりしながら、自分

でやってみようとする気持ちを育てる。 

しながら、４・５歳児の動きに興味をもてる

ようにする。 

◇ 前日や午前中にしていた遊びの続きが楽

しめるように環境の構成をする。 

◇ 暑さによって、夕方には疲れも見られるの

で、一人一人がじっくりと遊びに取り組める

ような場を設定する。 

（絵本、パズル、ブロック、描画 等） 

◇ ４・5 歳児がしている遊びを真似ながら遊

びの経験を広げていけるように、互いの姿が

が見える場を工夫する。 

◇ 一人一人の遊びや生活のペースを大切にし

て過ごせるように、状況に応じて遊びの場を

区切るなどの配慮をする。 

☆ 降園時間の目安を知らせ、幼児なりに気持

ちに区切りを付け、満足して遊びを終えられ

 るよう配慮する。 

☆ 降園時間が近付いたら場を整理し、すぐに

片付けられるもので遊ぶように声を掛ける。

☆ 翌日の登園を楽しみにできるように、今日

一日の楽しかった出来事を振り返ったり、明

日の予定を伝えたりする。 

☆ 補食は個々の降園時間やその日の食欲な

どに応じて、量を加減する。また、人数が少

ないので、一か所で保育者も一緒に座り、楽

しく食事ができるようにする。 

◇ 起こしたり着替えたりする順番を先にす

るなどの配慮を行い、自分で身支度が進めら

れる時間を確保する。 

☆ ５歳児がやってくれていることを話題に
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☆ 5 歳児が献立を紹介する中で、食 

材やメニューに関心がもてるよう 

に必要に応じて言葉を添える。 

◇ 箸を使って食べる、好き嫌いせず 

食べるなど、５歳児のよい点を話題 

にして、やってみようという気持ち

をもてるようにする。 

◇ 疲れが顕著に見られる場合には、 

午睡の時間を個に応じて調整する 

など、必要に応じた休息がとれるよ 

うに配慮する。 

☆ 間食の準備を進めてくれる５歳

児に感謝の気持ちをもてるように、

５歳児がしてくれていることを話

題にする。 

☆ ごっこ遊びでは、５歳児と一緒に 

遊びながら簡単なやりとりを楽し 

めるように、イメージがふくらむ言 

葉を掛ける。 

☆ ボードゲーム等は５歳児の友達 

に遊び方やルールを教わり、友達に 

親しみの気持ちをもち、遊びの経験 

を広げていけるようにする。 

☆ 一人一人が楽しんでいる姿を話

題にし、周りの友達と楽しさを共有

できるようにする。 

◇ 台拭きや献立の紹介など、自分た

ちでできることを行い、生活を進め

ていけるようにする。 

☆ 食事のマナーに気を付けながら

食事を進められるように声を掛け

る。 

☆ 服のたたみ方や着替えの仕方な

ど、丁寧に取り組んでいる様子を具

体的に認める。 

☆ ３・４歳児を起こしたり簡易ベッ

ド（コット）運びを手伝ったりする

など、自分でできることを考えて動

く姿を認める。 

◇ 台拭きをする、お茶を注ぐなど、

自分にできることを自分たちで考

えて、生活を進めていけるようにす

る。 

◇ 友達と一緒に遊びの場を作った

り、必要なものを作ったりするな

ど、遊びの準備を自分たちで進めら

れるように環境を整える。 

☆ 友達に刺激を受け工夫して遊ん

でいる姿を認め、みんなの前で紹介

する機会を設けることで、楽しさが

幼児全体に伝わるようにする。 

☆ 降園時の身支度では、５歳児の動

きが、他の学年の手本になることを

知らせる。 

◇ ５歳児が台拭き、配膳、お茶を注

ぐことを担えるようにする。 

△ 長時間保育を利用す

る幼児に遠慮して、力を

発揮できない 5 歳児に

は、保育者が後押しし

て、自信をもって自分に

できることに取り組め

るよう働き掛ける。 

▲ スキンシップをとり

ながら、保護者への思い

や寂しさを受け止める。

▲ 仕切り等で空間を狭

め、環境を再構成した

り、ソファやカーペット

を置いたりするなど、少

人数でもゆったりくつ

ろいで過ごせるように

配慮する。 

▲ より家庭的な雰囲気

でリラックスできるよ

うに配慮する。 

▲ 一人で遊べるような

遊具を用意し、人数が少

なくなっても落ち着い

て遊べるようにする。 
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時間 
幼児の生活の流れ 

（活動等） 

環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 

３歳児 
【ねらい】 

・ 一日の流れが分かり、安心して生活する。 

・ 体を動かした後に、水分補給したり、休息したり

 することの大切さを知る。 

・ 運動遊びを積極的に楽しみ、運動会に期待をもつ。

 

13:45 

14:00 

14:45 

15:00 

15:45 

16:30 

17:30 

18:30 

20:30 

○ 長時間保育を利用する幼児は、午睡室へ

移動する。 

○ 午睡する。

○ 預かり保育を利用する幼児は、教育活動

の保育室から、預かり保育及び長時間保育

の保育室へ移動する。 

○ 間食する。

○ 好きな遊びをする。

（室内遊び・戸外遊び）

○ 預かり保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 長時間保育を利用する幼児は、順次降園

する。 

○ 他の保育室へ移動し、０～２歳児と一緒

に過ごす。 

○ 保育を延長する幼児は、補食をとる。

○ 最終降園

☆ 教育活動において運動会の取組みをし

ていることから、手洗い、うがいを念入り

にするよう声掛けをする。 

☆ 教育活動における運動会の取組で体力

を消耗していることが予想されるため、普

段以上に、健康観察を念入りに行う。 

☆ 水分補給は、普段よりも多めに行う。 

◇ ３歳児は、体力面を考慮し、室内で遊べ

るよう環境を構成する。 

☆ 時間の経過とともに疲れも増し、調子が

落ちることが予想される。片付けは、保育

者が一緒に取り組み、幼児が負担を感じな

いよう配慮する。 

☆運動会前は着替えの頻度が高いため、降園

前には、着替えた物を持ち帰ることを忘れ

ていないか確認する。 

運動会前の時期の指導計画例

教育課程に係る教育時間の教育活動

ブロック、ままごと、絵本、描画 等
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環境構成（◇）・保育者の援助（☆） 

預かり保育を利用する 

幼児に対する配慮点（△）

 

長時間保育を利用する 

幼児に対する配慮点（▲）

４歳児 ５歳児 
【ねらい】 
・ 汗を拭く、衣服を着替えるなど、自身を清 

 潔に保つ大切さを知る。 

・ ５歳児と一緒に遊ぶ中で、刺激を受けて遊 

 びを広げる。 

・ 昨年の運動会を思い出し、運動会に期待を 

 もつ。 

【ねらい】 
・ 汗を拭く、衣服を着替えるなど、自身を清

 潔に保つよう心掛けるようになる。 

・ 異年齢児と一緒に遊ぶ中で、年少者に対し

 ていたわりの気持ちをもつようになる。 

・ ５歳児としての自覚をもち、運動会に期待

 をもつ。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 午睡や間食の様子から、一人一 

人の幼児の疲れ具合を把握する。

実態により、静的な遊びと動的な

遊びの選択に保育者が関与する。 

 

 

 

◇ 体力的に余裕のある 4 歳児が、 

５歳児と一緒に運動会に関連し 

た遊びを楽しめるような環境を 

構成する。 

◇ 園庭に運動会のかけっこのラ

インを描いておく。 

◇ 皆で踊れる場所と音源を準備

する。 

☆ ５歳児とのかかわりの中で刺

激を受け、新たなことに挑戦しよ

うとする意欲を認める。 

☆ ５歳児の遊びに加わり、ルール

の理解ができていない場合は、橋

渡しをする。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

☆ 午睡をしない幼児は静かに過 

ごすように伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ３・４歳児に温かく接すること

ができるよう保育者がモデルに

なる。 

 

 

 

☆ ４歳児とかけっこをする際は、

勝負にこだわるのではなく、自己

の課題と向き合えるような言葉

を掛けたり、純粋に走る楽しさを

味わう姿に共感したりする。 

☆ 鬼遊び、玉入れ等、運動会では

自分が取り組まない遊びも楽し

めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

△ 預かり保育利用児は

 午睡がないことから、

 特に、健康観察を念入

りに行う。 

 

 

 

 

 

 

▲△ 教育時間中の影響

 から疲れが見える幼児

には、落ち着いた静か

な遊びができるように

配慮する。個に応じて

対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 長時間保育を利用す

る幼児は、体力的に配

慮を要する期間が続く

ため、降園時に保護者

と、体調についての情

報共有を密にする。 
 

教育課程に係る教育時間の教育活動 

※室内…ブロック、折り紙、絵本、描画、積み木、空き箱製作 等 

※戸外…かけっこ、リレー、玉入れ、鬼遊び 等 

        ※ 「預かり保育」と「長時間保育」が同プログラムかつ３～５歳児混合保育 
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特別支援教育に関する事項について、保育所保育指針においては「障害のある子どもの

保育」として、幼稚園教育要領においては「障害のある幼児の指導」「障害のある幼児と

の活動を共にする機会」として、記述があります。また、幼保連携型認定こども園教育・

保育要領においては、特別支援教育に関する事項についての記述がさらに充実しています。 

ここでは、乳幼児健診の指針となる国の「標準的な乳幼児期の健康診査と保健指導に関

する手引き～『健やか親子２１（第２次）』の達成に向けて～」（平成２７年３月 乳幼

児健康診査の実施と評価ならびに他職種連携による母子保健指導のあり方に関する研究

班）及び、「平成２６年度就学前教育研究開発委員会指導資料」（平成２７年２月 東京

都教育委員会 ※研究主題「就学前教育施設における特別支援教育の推進－『幼稚園教育

の機能』を生かした指導の工夫－」）から抜粋した資料を掲載しています。 

 就学前教育施設において、特別支援教育を推進していく際の参考資料として御活用くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就学前教育施設における特別支援教育の推進 ２ 

 

構 成 

 

（１） 実態を捉えるための視点（０・１・２歳児 - 参考 -） 

   ア 乳幼児健診でスクリーニングすべき疾病 ・・・・165～168 ページ 

   イ 保護者に対する「推奨問診項目」（一部抜粋）・・・・・・・169 ページ 

    ※ 出典：標準的な乳幼児期の健康診査と保健指導に関する手引き～「健やか親子２１（第２次）」の達成に向けて～ 

（平成２７年３月 乳幼児健康診査の実施と評価ならびに他職種連携による母子保健指導のあり方に関する研究班）

 

（２） 「幼稚園教育の機能」を生かした指導の工夫（３・４・５歳児 - 参考 -） 

   ア 「幼稚園教育の機能」とは ・・・・・・・・・・・・・・170 ページ 

   イ 対象児に対する指導の流れ ・・・・・・・・・・・・・・171 ページ 

   ウ 対象児が在籍するクラスにおける保育者の援助 ・・171～177 ページ 

※ 出典：平成２６年度就学前教育研究開発委員会指導資料（平成２７年２月 東京都教育委員会） 

       研究主題「就学前教育施設における特別支援教育の推進－『幼稚園教育の機能』を生かした指導の工夫－」
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（１）実態を捉えるための視点（０・１・２歳児－参考－） 

障害のある子供に対して、早期からその発達等に応じた必要な支援を行うことは、

その後の自立や社会参加に大きな効果があると考えられます。 

しかし、子供の年齢が低いほど、障害について診断することは困難です。そこで、 

保育に当たる際や、また、子供を理解するための記録を取る際に、実態を捉えるため

の視点として参考となるよう、「ア 乳幼児健診でスクリーニングすべき疾病」と「イ 

保護者に対する『推奨問診項目』（一部抜粋）」を掲載します。 

※ スクリーニング・・・集団の中から健康上疑いがあり、精密検査を要する者ないし発病者を選び出す医学的ふるい分け。 

 

ア 乳幼児健診でスクリーニングすべき疾病 

次ページの表は、乳幼児健診の際に、医師が診察時に念頭に置くべき疾患とその

判定基準を示したものです。保育者が【問診】の欄に示された視点をもつことは、

子供の実態を捉える上で大変参考になります。 

なお、子供の実態が、疾病によるものなのか、発育発達の遅れによるものなのか

等の診断は医師が行います。保育者の役割として、保護者と密に連携しながら、関

係機関への接続を支援することが重要です。 
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【０か月齢～７か月齢】 

月齢 ０か月      １か月      ２か月      ３か月      ４か月      ５か月      ６か月      ７か月 

頭部 

大泉門開大・頭囲拡大（想定される疾患 水頭症・脳腫瘍） 

 

【診察】大泉門のサイズと膨隆の有無を確認。頭囲測定値の確認。 

【判定基準】要紹介：大泉門最大径≧30mm（基準：20mm±10mm）。 

大泉門の明らかな膨隆を認める。進行する頭囲拡大。

異常なし：頭囲が＋2.0SD を超えていても、進行なく経過して

           いて、嘔吐・活気不良などがない。 

頭蓋骨早期癒合症 

【診察】大泉門の閉鎖の有無を確認。頭部の形状を触診。縫合部の隆起の有無を確認。 

【判定基準】要紹介：７か月未満で大泉門が閉鎖。頭蓋骨の変形を認める。骨が重なり縫合部が隆起している。 

顔  

顔貌異常 

【診察】顔貌は特異的か。特異顔貌であれば、他の外表奇形の有無、発達の確認。 

【判定基準】要紹介：明らかに疾患に結びつく顔貌：Down 症候群など。 

特異顔貌であるものの明らかな疾患が想起しにくい。しかし発育発達の遅延や外

表奇形を伴う。 

要観察：顔貌は気になるものの外表奇形はなく、発育発達が順調。 

眼 

 

斜視 

【問診】「目つきや目の動きがおかしいのではないかと気になりますか」 

【診察】斜視の有無。眼球運動の異常の有無。 

【判定基準】要紹介：問診が「はい」＋診察所見で斜視や目の動きの異常あり。 

 網膜芽細胞腫 

 

【問診】「瞳が白く見えたり、

黄緑色に光って見えたり

することがありますか」 

【診察】白色瞳孔の有無 

【判定基準】要紹介：問診が

「はい」。白色瞳孔あり。

耳 

聴覚異常 

【問診】１～２か月「大きな音にびっくりし

ますか」 

【診察】音への反応を確認 

【判定基準】要紹介：音への反応が乏しい 

【問診】３～４か月「見えない方向から声をかけると、見ようとしますか」

６～７か月「テレビやラジオの音がし始めると、すぐ見ますか」

【診察】音への反応を確認 

【判定基準】要紹介：音への反応が乏しい。音へは反応するが、呼びかけ

に対する反応が乏しい。 

頚部  

斜頚 

 

【診察】頭部が左右両方向に回旋するか。（他動的でも可。）

胸鎖乳突筋に腫瘤があるか。 

【判定基準】要紹介：他動的にも片側への回旋が不可。 

胸鎖乳突筋に腫瘤あり→筋性斜頸の可能性。 

胸鎖乳突筋に腫瘤なし→基礎疾患のある斜頸の可能性。

胸部 
心音異常 

【診察】リズム不整の有無。雑音の有無。    【判定基準】要紹介：リズム不整あり。雑音あり。 

腹部 

 
腹部腫瘤 

【診察】腹部触診で腹瘤の有無を確認。      【判定基準】要紹介：腫瘤あり。 

 臍ヘルニア 

【診察】臍ヘルニアの有無を確認。あれば還納可能であることを確認。 

【判定基準】要紹介：臍ヘルニアあり＋還納できない、あるいはしにくい。臍ヘルニアあり＋保護者の希望あり。 

臍肉芽 

 

【診察】臍の観察。肉芽の有無、浸出液・ 

出血の有無を確認。 

【判定基準】要紹介：生後２週間以降の肉芽、

浸出液、出血。 

陰部 

外性器異常 

【診察】外性器異常があるか。 

【判定基準】要紹介：外性器異常あり 

陰嚢水腫 

【診察】陰嚢の腫大があるか。ある→透光試験。 

【判定基準】要紹介：透光性なし（陰嚢内に充実性腫瘤あり：陰嚢内の腫瘤）。 

要観察：透光性あり。（１歳までは経過観察） 

 

停留精巣 

【診察】陰嚢内に精巣が触知されるか。 

【判定基準】要紹介：両側を触知せず 

      要観察：片側を触知せず 

（３か月未満） 

【診察】陰嚢内に精巣が触知されるか。 

【判定基準】要紹介：両側を触知せず。片側を触知せず。

（３か月以上） 

鼡径ヘルニア 

【診察】鼡径部に腫瘤を触知するか。ヘルニア門が確認できるか。還納できるか。 

【判定基準】要紹介：鼡径ヘルニアあり 

        発見したら早期に介入が必要な重要な所見。
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月齢 ０か月      １か月      ２か月      ３か月      ４か月      ５か月      ６か月      ７か月 

腰部・ 

臀部 

潜在性二分脊椎 

【問診（所見があれば）】「おむつが濡れていない時間がありますか」「足はよく動きますか」 

【診察】腰部・臀部に腫瘤はあるか。腰部・臀部に凹み（dimple）はあるか。ある場合、盲端が確認できるか。 

【判定基準】要紹介：腰部・臀部に腫瘤あり。凹みあり＋盲端確認＋問診で１つ以上「いいえ」。凹みあり＋盲端確認不

可。 

     異常なし：凹みあり＋盲端確認＋問診で２つとも「はい」。 

四肢 

股関節脱臼 
 

【判定基準】乳児股関節脱臼のスクリーニングの項参照 

 

四肢の形態異常 

【診察】四肢に形態異常があるか。 

【判定基準】要紹介：形態異常あり。 

皮膚 

黄疸 

 

【問診】「母乳やミルクをよく飲みますか」

【診察】あきらかな皮膚および眼球結膜の

黄染があるか。 

【判定基準】要紹介：強い黄染を認める。 

    横染あり＋哺乳不良 

胆道閉鎖症 

【問診】「うんちの色は何色ですか」チェッ

クカードを用いる。 

【診察】あきらかな皮膚および眼球結膜の黄

染があるか。 

【判定基準】要紹介：便チェックカード１～

３。４～７が１～３に

近づいてきた。 

おむつ皮膚炎 

【診察】臀部に発赤があるか。びらんがあるか。丘疹を伴う発赤疹をみとめるか。 

【判定基準】要紹介：びらんや丘疹を伴う発赤疹あり。指導後も改善みられず。 

      要指導：発赤のみ。 

湿疹 

【診察】紅斑は著明か。浸出液の有無。びらんの有無。湿疹部が拡大しているか。 

【判定基準】要紹介：著明な紅斑・浸出液・びらん・拡大した湿疹のいずれかを認める。指導後の改善が乏しい。 

要指導（泡洗浄）：湿疹はあるが、著明な紅斑・浸出液・びらん・拡大を認めない。 

要指導（保湿）：乾燥所見を認める。 

母斑 

【診察】母斑の有無  【判定基準】要紹介：母斑あり。 

血管腫 

【診察】血管腫は広範囲か。視野に影響が出る場所か。保護者の不安は強いか。 

【判定基準】要紹介：血管腫が広範囲。視野にかかる場所に存在。保護者の不安が強い。 

異常なし：上記要紹介基準に該当しない。 

神経  

West 症候群 

【問診】「おかしな動きだと思うことがありますか」 

「はい」→動きを詳細に聴取。 

 ＊追加質問項目「機嫌はいいですか」「できていたことが出来なくなっ

たりしていますか」 

【診察】視線は合うか。不機嫌ではないか。発達は月齢相当か。 

【判定基準】要紹介：Tonic spams を疑うエピソードあり。 

発作は不明瞭だが追加の問診で、不機嫌や発達の停

止・退行を認める。 

異常なし：発作とは異なるエピソード ＋ 機嫌良好 ＋ 発達

良好。 

重要確認

事項 

Vit.K 欠乏症（K2 シロップ

内服確認） 
 

先天代謝異常（検査の有無

と結果を確認） 
 

被虐待児跡：熱傷や挫傷、擦過傷、裂傷、凍傷などの外傷やその瘢痕、紫斑、出血斑、色素沈着などの皮膚所見。 

      外傷の部位が不自然、親の説明が不自然、皮膚や着衣の清潔が極端に損なわれている。 
※ 出典：標準的な乳幼児期の健康診査と保健指導に関する手引き～「健やか親子２１（第２次）」の達成に向けて～ 

（平成２７年３月 乳幼児健康診査の実施と評価ならびに他職種連携による母子保健指導のあり方に関する研究班） 
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【８か月齢～３歳齢】 

月齢 ８か月           ９か月          10 か月      11 か月    １歳    １歳６か月    ２歳      ３歳 

顔 

顔貌異常  

【診察】顔貌は特異的か。特異顔貌であれば、他の外表奇形

の有無、発達の確認。 

【判定基準】 

要紹介：明らかに疾患に結びつく顔貌：Down 症候群など。

特異顔貌であるものの明らかな疾患が想起しにく

いが発育発達の遅延や外表奇形を伴う。 

要観察：顔貌は気になるものの外表奇形はなく、発育発達

が順調 

眼 

斜視 視覚異常 

【問診】「目つきや目の動きがおかしいのではないかと気になりますか」 

【診察】斜視の有無。眼球運動の異常の有無。 

【判定基準】要紹介：問診が「はい」＋診断所見で斜視や目の動きの異常あり 

【判定基準】 

要紹介：３歳児視覚検

査などの基準

網膜芽細胞腫  

【問診】「瞳が白く見えたり、黄緑色に光って見えたりすることがありますか」 

【診察】白色瞳孔の有無 

【判定基準】要紹介：問診が「はい」。白色瞳孔あり 

耳 

聴覚異常 

【問診】９～10 か月「そっと近づいてささやき声で呼びかけると振り向きますか」 

   「聞こえていないのではないかと、感じることがありますか」 

【診察】音への反応を確認 

【判定基準】要紹介：音への反応が乏しい 

音には反応するが、呼びかけに対する反応が乏しい 

【判定基準】 

要紹介：３歳児聴力 

検査などの 

基準 

胸部 
心音異常 

【診察】リズム不整の有無。雑音の有無。    【判定基準】要紹介：リズム不整あり、雑音あり 

腹部 

腹部腫瘤 

【診察】腹部触診で腫瘤の有無を確認。     【判定基準】要紹介：腫瘤あり 

臍ヘルニア  

【診察】臍ヘルニアの有無を確認。あれば還納可能であることを確認。 

【判定基準】要紹介：臍ヘルニアあり＋還納できない or しにくい 

臍ヘルニアあり＋保護者の強い希望あり 

陰部 

陰嚢水腫  

【診察】陰嚢の腫大があるか。ある→透光試験。 

【判定基準】要紹介：透光試験で透光しない（陰嚢内に充実性腫瘤あり：陰嚢内の腫瘤） 

要紹介：透光試験で透光する（陰嚢内が体液充満性：陰嚢水腫）、１歳以上 

要観察：透光試験で透光する（陰嚢内が体液充満性：陰嚢水腫）、１歳未満 

鼡径ヘルニア  

【診察】鼡径部に腫瘤を触知するか。ヘルニア門が確認できるか。還納できるか。 

【判定基準】要紹介：鼡径ヘルニアあり 

腰部・ 

臀部 

潜在性二分脊椎  腎疾患 

【問診(所見があれば)】「おむつが濡れていない時間がありますか」「足はよく動きますか」

【診察】腰部・臀部に腫瘤はあるか。腰部・臀部に凹み（dimple）はあるか。ある場

合、盲端が確認できるか。 

【判定基準】要紹介：腰部・臀部に腫瘤あり 

 凹みあり＋盲端確認＋問診で１つ以上「いいえ」 

凹みあり＋盲端確認不可。 

異常なし：凹みあり＋盲端確認＋問診で２つとも「はい」 

【判定基準】

３歳児検 

尿の基準 

四肢 

四肢の形態異常  Ｏ脚・Ｘ脚 

【診察】四肢に形態異常があるか。 

【判定基準】要紹介：形態異常あり 

【診察】Ｏ脚・Ｘ脚があるか。

【判定基準】要紹介：顕著な所

見または保護者の不安あり 

皮膚 

おむつ皮膚炎  

【診察】臀部に発赤やびらんがあるか。丘疹を伴う発赤疹をみとめるか。 

【判定基準】要紹介：びらんや丘疹を伴う発赤疹あり、指導後も改善みられず 

要指導：発赤のみ 

湿疹 

【診察】紅斑は著明か。浸出液の有無。びらんの有無。湿疹部が拡大しているか。 

【判定基準】要紹介：著明な紅斑・浸出液・びらん・拡大した湿疹のいずれかを認める。指導後の改善が乏しい 

要指導（泡洗浄）：湿疹はあるが、著明な紅斑・浸出液・びらん・拡大を認めない 

要指導（保湿）：乾燥所見を認める 

神経 West 症候群  
＊判定基準は乳児期の疾病を参照。 

重要 

確認事項 

被虐待児跡：熱傷や挫傷、擦過傷、裂傷、凍傷などの外傷やその瘢痕、紫斑、出血斑、色素沈着などの皮膚所見。 

      外傷の部位が不自然、親の説明が不自然、皮膚や着衣の清潔が損なわれている。 

 

       発見したら早期に介入が必要な重要な所見 

※ 出典：標準的な乳幼児期の健康診査と保健指導に関する手引き～「健やか親子２１（第２次）」の達成に向けて～ 

（平成２７年３月 乳幼児健康診査の実施と評価ならびに他職種連携による母子保健指導のあり方に関する研究班） 
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イ 保護者に対する「推奨問診項目」（一部抜粋） 

「保護者に対する『推奨問診項目』」は、医師が「乳幼児健診」の際に保護者に対

して行う問診の内容を掲載したものです。 

なお、「推奨問診項目」のほかに、「必須問診項目」もありますが、「保護者が、毎

日、仕上げ磨きをしていますか」、「この地域で、今後も子育てをしていきたいです

か」など、保護者の子育て環境等に関する問いであるため、ここでは掲載しません。 

下の表は、「推奨問診項目」のうち、子供の実態を捉えることに関連した問いにつ

いて抜粋し、まとめたものです。 

「医師は保護者に対して、このような問診を行っている」ということを知ること

で、子供の実態を捉える際の参考にしてください。 

 

【３～４か月児健康診査の推奨問診項目】（一部抜粋） 

 区分 設問 選択肢 

１ 

従来型発達項⽬ 

あやすとよく笑いますか。 １．はい
２．いいえ

２ ⾒えない⽅向から声をかけてみると、そちらの⽅を⾒ようとしま
すか。 

１．はい
２．いいえ

３ 視線が合いますか。 １．はい
２．いいえ

４ ガラガラなど、おもちゃを握りますか。 １．はい
２．いいえ

５ 両⼿を合わせて遊びますか。 １．はい
２．いいえ

６ 新規発達項⽬ お⼦さんを抱きにくいと感じたことはありますか。 １．はい
２．いいえ

 

【１歳６か月児健康診査の推奨問診項目】（一部抜粋） 

 区分 設問 選択肢 

１ 
従来型発達項⽬ 

ママ、ブーブーなど意味のあることばをいくつか話しますか。 １．はい
２．いいえ

２ まわりの⼈の⾝振りや⼿振りをまねしますか。 １．はい
２．いいえ

３ 新規発達項⽬ 何かに興味を持った時に、指さしで伝えようとしますか。 １．はい
２．いいえ

４ 社会性項⽬／ 
親⼦関係項⽬ うしろから名前を呼んだとき、振り向きますか。 １．はい

２．いいえ
 

【３歳児健康診査の推奨問診項目】（一部抜粋） 

 区分 設問 選択肢 

１ 従来型発達項⽬ ⾐服の着脱をひとりでしたがりますか。 １．はい
２．いいえ

２ 社会性項⽬ ままごと、ヒーローごっこなど、ごっこ遊びができますか。 １．はい
２．いいえ

※ 出典：標準的な乳幼児期の健康診査と保健指導に関する手引き～「健やか親子２１（第２次）」の達成に向けて～ 

（平成２７年３月 乳幼児健康診査の実施と評価ならびに他職種連携による母子保健指導のあり方に関する研究班） 
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(２)「幼稚園教育の機能」を生かした指導の工夫（３・４・５歳児－参考－） 

東京都教育委員会が設置する「就学前教育開発委員会」では、平成２６年度に

「就学前教育施設における特別支援教育の推進－「幼稚園教育の機能」を生かし

た指導の工夫－」の主題を設定し、１年間の研究を行いました。 

 本研究は、就学前教育施設における特別支援教育の推進に資することを目的と

し、特別な支援が必要な幼児が在籍するクラスにおける保育者の援助の一覧及び

指導例等を開発し、指導資料としてまとめました。 

 ここでは、その骨子となる部分を抜粋して掲載します。一部で「幼稚園教育の

機能」という表現を用いていますが、幼保連携型認定こども園、保育所等、全て

の就学前教育施設において、特別支援教育を推進する上での参考にしてください。 

ア 「幼稚園教育の機能」とは 

本研究では、幼稚園教育要領解説における記述を基に、「幼稚園教育の機能」

＜本研究で使用する用語について＞ 

・就学前教育施設…保育所、幼稚園、こども園等、小学校就学前の保育・教育施設 

・対象児…障害の診断の有無にかかわらず、特別な支援を必要とする幼児及び児童 

・保育者…就学前教育施設における、保育士及び幼稚園教諭（保育教諭を含む） 

・支援者…対象児に対する個別の支援のための教職員等 

・クラス…学級、クラスのこと ・支援…主に対象児に対する特性等に応じた援助

◆ 適切な環境の下での集団生活を通して、 
幼児一人一人に応じた指導を行う機能 

＜援助のポイント例＞
・好きなこと、得意なことを生かす
・様々な遊び（活動）を用意して経験を広げる
・できなかったことができるようになる喜びを味わわせる

◆ 友達をはじめ様々な人々との出会いを通して、 
家庭では味わうことのできない多様な体験をさせる機能 

＜援助のポイント例＞ 
・心地よい人との関わりや様々な感情を経験させる
・それぞれの特性を認め合えるようにする
・様々な場面（小集団、大集団、個別支援、一斉活動等）を生

かす
・一人一人をかけがえのない存在として、クラス経営を行う

 幼児期の教育と特別支援教育とは、一人一人の特

性に応じた指導という点で共通です。加えて、幼児

期の教育の特長である遊びを中心とした総合的な指

導が、日々の教育活動の基盤となります。

就学前教育施設においては対象児の障害等への理

解に基づいた支援を行うと同時に、一緒に生活する

クラスの幼児と共に育つことに対する援助が必要で

す。そのためには、一人一人の良さを生かすととも

に、周囲の幼児の発達を踏まえた集団への援助など、

対象児と周囲の幼児との関わりを意識した援助を意

図的に行うことが重要です。
＜「幼稚園教育の機能」を生かした指導＞

◎ 対象児の好きな

こと、得意なこと

を生かす 

◎ 対象児と周囲の

幼児との関わりを

意識する 

援助を考える視点 

＊ 上記の内容は、幼稚園以外の就学前教育施設においても共通 

である。 

一人一人の特性に応じた指導
遊びを中心とした総合的な指導 

対象児

障害等への理解

に基づいた支援  

発達に即した援助

○ 好きなこと、得意なことを生かす援助

○ 対象児と周囲の幼児との関わりを意識

した援助  

クラスの幼児

及び「特別支援教育における援助」を考える視点を次のように捉えました。
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イ 対象児に対する指導の流れ 

  特別支援教育は、園全体で組織的に推進していく必要があります。併せて、

担任を中心とした対象児に関わる保育者は、対象児に対する障害等への理解に

基づいた計画的な支援、家庭及び専門家や関係機関との連携、特別支援教育コ

ーディネーターをはじめ園内の教職員との積極的な連携などを、年間にわたり

意識的に行う必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ 対象児が在籍するクラスにおける保育者の援助 

   日常の教育活動において特別支援教育を推進するために、本研究で捉えた内

容を視点として、保育者の援助を一覧にまとめました。 

なお、「対象児への支援（例）」の欄は、一人の対象児を想定して具体的な支

援を掲載しています。

● 実態把握の実施＜随時＞  
● 個別指導計画の作成  
● 個別指導計画の評価＜学期ごと、毎月等＞  
● 学年会等における協議及び共通理解＜随時＞  
● 専門家からの助言＜随時＞  
 
◎ 「幼稚園教育の機能」を生かした指導  
◆ 対象児が在籍するクラスにおける保育者の援助表 

＜３歳児～小学校入門期＞   
◆ 対象児が在籍するクラスにおける指導例 

・ ３歳児      ・ ４歳児  
・ ５歳児       ・ 小学校入門期  
・ 特別支援教育コーディネーターとしてのクラス支援  
 

 

４
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
月 

 
 

２
月
・
３
月
頃 

● 保護者、関係機関（専門家を含む）との情報共有  
● 環境の確認及び改善  
● 園内委員会等における職員の共通理解  
● 個別の教育支援計画の作成  

支援の確認・共通理解 

● 個別指導計画の評価  
● 個別の教育支援計画の評価、修正及び追記  
● 園内における引き継ぎ  
● 就学支援シートの作成  
● 就学先との引き継ぎ

評価・引き継ぎ 

一人一人に応じた教育の実践 

連 携 

関係
機関

● 

随
時 

必
要
に
応
じ
て
（
→
援
助
表
参
照
）

● 

日
常
的
（
→
援
助
表
参
照
） 

本研究 

（巡回指導・地域の特別支援学校の教員・通所機関の職員等）  

入
園
・
進
級
前 

気
付
い
た
と
き 

 

家
庭
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３歳児Ⅰ期（４月～５月） 

保育者に親しみをもち、徐々に安心して過ごせるようになっていく

時期

３歳児Ⅱ期（６月～９月上旬） 
まわりに友達がいる中で、興味をもったことをしてみる

時期

人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る 

幼
児
の
姿
の
把
握 

・保育者との触れ合いを通して、安心して生活や遊びを楽しむ。

・保育者や友達と一緒に過ごす。

・誕生会や季節の行事などの集会があることを知り、保育者と一緒に参加する。

・皆で過ごすために必要な約束を知る。

・友達の動きをまねたり、同じように遊んだりすることを喜ぶ。

・生活や遊びの中で、自分の思いを動きや言葉で保育者や友達に

伝えようとする。

・友達と関わって遊ぶ中で、保育者の仲介の下、相手に自分とは

違う思いがあることを感じる。

・砂や水などで遊び、開放感を味わう。

・生活や友達との関わりの中で、良いことと悪いことに気付く。

・皆で過ごすために必要な約束や、簡単な遊びのルールを知る。

対
象
児
が
在
籍
す
る
集
団
へ
の
援
助 

・一人一人の幼児に愛情をもって接し、スキンシップや一緒に遊ぶことを通 

 して、保育者の存在を身近に感じ、信頼感が生まれるようにする。 

・ありのままの姿やその思いを丁寧に温かく受け入れ、安心して過ごせる雰囲

気をつくる。 

・安心して過ごせるように、園生活の流れがあまり変わらないようにする。 

・所持品の始末や登降園時の身支度など、手順が多いことは分かりやすく示 

す。（絵や写真を見せる、手順を簡単な言葉に表すなど） 

・気に入った場所や遊具に関わり、安心して過ごせるよう、コーナー作りを 

したり家庭で親しんでいる遊具を多めに用意しておいたりする。 

・興味や関心に合わせて、遊びに使う物が自由に使えるよう、分かりやすい 

表示の工夫や遊具、用具の種類や数量に配慮する。

・幼児の興味を捉え、楽しめるような遊具や材料を用意し、一人

一人がしたいことに取り組める時間や場、遊具の数を確保する。

・対象児が刺激を与えたり受けたりしやすい幼児も出てくるので、

互いに気にならないようについ立てなどを使って仕切る、保育

者の位置を考慮するなど工夫する。 

・友達と同じ物を扱えるよう、遊具の数を確保する。 

・遊びの中で思いが通らないなどの場面では、気持ちを受け止め

て代弁したり、気分転換を図ったりする。その中で、関わりに

必要な簡単な言葉や、生活の決まりなどを知らせる。 

・砂や水などと関わり、開放感を味わって遊ぶことで、自分の思

いを出しやすくする。 

・水遊びなど初めて経験することは、手順や約束を絵や写真を使

って分かりやすく示す。 

対
象
児
へ
の
支
援
（
例
）
・
支
援
者
と
の
連
携 

◎
担
任
・
支
援
者
共
通 

○
担
任 

☆
支
援
者 

●
通
年 

◎登園時は玄関で迎え入れ、保育室まで一緒に移動し身支度を行うことを繰

り返す中で、自分の保育室やロッカーの場所が分かったり、自分を支えて

くれる保育者や支援者の顔や名前を覚えたりできるようにする。

◎家庭で親しんでいる遊具や、対象児が気に入っている様子の遊具を用意して

おき、安心して過ごせるようにする。

◎●初めて取り組む活動や集会など、新しいことには不安を示すことも予想さ

れる。部分的に参加する、安心できる場所から参加するなど、対象児が無理

のない範囲で参加できる方法を考える。

＜支援者との連携＞ 

○担任は学級全体が安定することを大切にする。対象児の安定のために、支援

者や園内の職員に対象児に関わってもらい、連絡を密にして園生活での適切

な実態把握と支援方法を共有する。

◎●専門機関との連携で得た情報や支援方法を必要に応じて伝え、共通に支援

できるようにする。

◎個別指導計画に基づき、支援方法を共通にする。

◎飼育物、絵本コーナーなど、対象児が気に入っている物や場に

関わりながら、安心して過ごせるようにする。

◎砂、泥、水などの遊びに喜んで取り組む様子が見られる場合は、

一緒に遊びながら気持ちの開放や安定を図る。対象児の状況（感

覚過敏があるなど）により取り組もうとしない場合は無理強い

せず、別の遊びに誘う、他児の様子を一緒に見るなどする。

◎降園前は集まって過ごす、食事のときは座るなど、園生活の流

れや簡単な決まりが徐々に分かるように、一緒に取り組み、で

きたことを喜ぶ。

＜支援者との連携＞ 

◎担任が対象児との関係を深めるため、遊びの場面では支援者と

役割を交代するなど工夫する。

◎●対象児の状況（好きなこと、苦手なこと、小さな出来事など）

を様々な教職員が捉え、共通理解する。それをもとに、対象児

の関心を広げたり、自分の保育室で過ごせる時間を増やしたり

できるように、支援方法を調整する。

専
門
機
関
と
の

携通
年

●保育観察を依頼し、集団生活での対象児の特性に応じた支援方法を具体的に

検討する。

・個別の教育支援計画、個別指導計画作成にあたり、３年間の見通しや支援

方法への助言を受ける。

・通所機関で、入園前の対象児の様子や集団生活への期待などを聞き、指導

計画に生かす。

●集団生活での変容や困難さを共有し、その時期の対象児に応じ

た支援方法を確認する。

●通所機関がある場合は、見学や園での保育観察を通して情報交

換し、支援に生かす。

●発達や行動面で配慮が必要と思われる幼児について、実態把握

の仕方や支援方法、保護者との連携等について相談する。

対
象
児
の
保
護
者
と
の
連
携 

＜入園、進級前＞ 

・面談や体験入園等を通し、園や職員に親しみをもてるようにする。成育歴や

家庭での対応、園への願いや要望等を聞き、基礎資料を作成する。

・実際に環境を見てもらい、改善や工夫の必要な点、家庭での過ごし方などに

ついて共通理解し、準備する。

＜入園、進級後＞

・園生活の様子を具体的に知らせ、安心感につなげる。家庭での様子を聞き、

環境の変化による家庭での変容等を保護者と確かめ、支援に反映させる。

・基礎資料と園での様子を基に、個別の教育支援計画及び個別指導計画を作

成する。

・連絡ノートなど、日々の連絡方法を確認する。

・対象児の園での様子を肯定的に伝え、安心感につなげるととも

に、家庭での様子を聞き、保護者の気持ちを受け止めたり、園

での対応に生かしたりする。

【対象児が在籍するクラスにおける保育者の援助表】 

視点 

●連
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３歳児Ⅲ期（９月中旬～１０月） 
自分のしたい遊びの中で、安心して思いや

動きを出していく時期 

３歳児Ⅳ期（１１月～１２月）
したい遊びに取り組む中で、友達と関わる

楽しさを知っていく時期 

３歳児Ⅴ期（１月～３月） 
自分でできることに取り組みながら、大き

くなった喜びを感じていく時期

・同じ場にいる友達や保育者に関わって遊ぶ楽し

さや、一緒にいる心地よさを感じる。

・自分の思いを自分なりの方法で相手に伝えよう

としたり、相手の思いを感じたりする。

・友達や異年齢児の遊びに関心をもち、仲間に入

ったり一緒に動いたりして楽しむ。

・園の様々な行事に参加して楽しさを感じる。

・簡単なルールが分かり、皆で一緒に遊ぶことを

楽しむ。

・保育者や友達と同じ遊びや生活を楽しむ。

・友達と同じことがしたいという気持ちが高まり、

一緒に遊ぼうとする。

・自分の気持ちや困っていること、してほしいこと

などを、保育者に自分なりの言葉や方法で伝えよ

うとする。

・行事を通して異年齢の幼児と触れ合い、楽しさを

・保育者や友達と簡単なルールのある遊びを楽しむ。

・保育者や友達のしている遊びに興味をもち、自

分も関わりながら遊ぶ。

・一緒に遊びたい友達と同じ場で遊ぶ中で、自分

なりの動きを出す。

・自分の思っていることやしたいことなどを言葉

や動きで表しながら遊ぶ。

・保育者に励まされながら様々なことに取り組み、

できたことを喜び、大きくなったことを感じる。

・生活や安全に必要な簡単な決まりが分かる。

・幼児の思いや見立てを受け止めたり、様々な遊 

び方を知らせたりして、遊びを楽しめるように 

する。 

・一緒にいたい友達が出てくる時期なので、やり 

とりを仲介し、自分と相手が違う思いをもって 

いることを知る機会にする。思いをうまく表現 

できない姿も予想される。言葉だけではなく、表 

情や動きなど全身で表現している幼児の思いを 

を丁寧に受け止め、一人一人に応じた援助をする。 

・運動会のリズム表現や親子種目などは、対象児 

も興味をもって取り組めそうな内容や、無理な 

く参加ができそうな内容を取り入れる。 

・運動会に向けた取組等を通して、一人一人の動 

きや表現を、クラスの中で十分に認めていく。 

・皆で行う活動を楽しみながら取り組む中で、皆 

で動くときの約束や方法（一列で並ぶ、順番を 

待つなど）が身に付くように働き掛ける。 

・一緒にいたい友達と関われるように、コーナー

や遊びの場の配置を工夫する。 

・お面、マントなど、同じ物を身に付けて遊べる

ようにし、幼児同士が“一緒に遊んでいる”とい

う気持ちをもつことができるようにする。 

・幼児が同じ場で遊んでいる場面では、「○○ちゃ

んと同じ物を持っているのね」などと言葉を掛

け、対象児や周囲にいる幼児が“友達と一緒にい

ることが楽しい”と感じられるようにする。 

・対象児なりに参加できそうな簡単なルールのある

鬼遊びなどを取り入れていく。その中で、どの幼

児も、保育者や友達と一緒に動いたり関わったり

しながら遊ぶ楽しさを感じられるようにする。

・友達との関わりが増えてくる時期であるため、

それぞれの幼児が思いを表せるように仲介する。

状況を捉えて、対象児の表現の仕方や思いを伝え

る。 

・幼児が自分から取り組んでみようとする姿やで

きるようになったことを認めていく。対象児の

姿を認めることで、周囲の幼児が対象児を自然

に受け止めるようにする。 

・発表会などは、対象児が興味のあることや参加

しやすいことを取り入れて構成し、クラス全員

が自分らしさを出して取り組めるようにする。

・基本的生活習慣の状況を確認し、一人一人の取

組を認めて自信につなげるとともに、必要な部

分では援助をしながら身に付くようにする。 

・４歳児の保育室に行ったり、学年全体で過ごし

たりする機会を設定し、進級への期待を高める。

☆リズム表現やかけっこなどは、事前に支援者と

一緒に音楽を聞いたり動いたりして個別に取

り組むことにより、皆の中でも安心して取り組

めるようにする。

◎運動会に向けた活動では、皆と一緒に行う回数

や待ち時間を調整し、対象児にとって必要なこ

＜支援者との連携＞ 

◎対象児と周囲の幼児、双方の関わり方や感じ方

の実態を把握し、幼児同士の関わりでそれぞれ

の成長に期待できること、配慮すべきことを明

らかにし、共通理解を図る。

◎運動会等大きな行事に関しては、対象児の成長

にとって必要な経験を明確にし、練習や当日の

参加の仕方への配慮などを共通にして進める。 

◎対象児と同じ遊びに興味をもっている幼児や対

象児のことを受け入れる姿が見られる幼児と関

われるように、仲介したり一緒に遊んだりする。

◎コミュニケーションがうまくとれないことでの

トラブルが予想されるので、対象児が自分なりの

サインや表情、知っている言葉などで表せるよう

に支援する。

◎集団で行う遊びでは、対象児なりにルールを受け

入れて取り組めるように、一緒に動いたり言葉を

添えたりする。

＜支援者との連携＞ 

☆対象児が、できるだけ幼児同士の関わりを経験で

きるように、クラスの友達と関わるきっかけをつ

くる、支援者と対象児の距離に配慮する、などを

担任と連携しながら行う。

◎集会、生活発表会、修了式などの行事では、

対象児とともに事前に設定された場を見て

おく、練習ではその日に取り組む内容を伝え

ておくなど、安心して取り組めるようにする。

○発表会では、対象児の好きな遊びや動き、得

意なことなどを取り入れる。また、気の合う

友達と同じ役にする、待ち時間に飽きない工

夫をする等配慮し、対象児が無理なく安心し

て取り組めるようにする。

◎進級後を想定して、基本的な生活習慣を再確

認し、できていることが定着するようにする。

＜支援者との連携＞ 

◎お別れ会の準備など年少組として取り組む活

動や、皆で取り組む活動が増えてくる。対象

児の全体活動への参加の仕方を把握し、支援

者が個別に取り組み方を伝えたり共に動いた

りしながら、できる部分に無理なく参加でき

るようにする。

◎行事に関して、対象児の様々な状況を想定し、

担任と支援者の動き方や対象児の無理のない

参加の仕方を確認しながら進める。

◎４歳児の保育室に行く、学年全体で過ごすな

どの際に、対象児が安心できる場所や友達を

把握する。

・運動会などの行事に向けて、対象児の様子及び

園や保護者の意向を伝え、対象児の特性に応じ

た支援方法について助言を受ける。

●育児に不安を感じている保護者が、園内で専門

家と話したり助言を受けたりできるよう、相談

体制を整えておく。

・対象児の変容や課題を共有し、進級を視野に入

れた見通しがもてるように助言を受ける。

●対象児の保護者が専門家に相談できるように体

制を整えておき、状況に応じて機会を設定する。

・表現活動や儀式的な行事への、対象児の特性

に応じた支援方法や参加の仕方などに対する

助言を受ける。

・進級時の環境や支援方法など、配慮すること

や引継ぎ事項などを協議し、明確にする。

・対象児の園での様子を伝えながら、行事に向け

ての取組や当日の参加の仕方、支援の方法を話

し合いながら進める。また、対象児なりの取組

を十分に認め、共に喜び合えるようにする。

・クラスの幼児との関わりが増える時期である。

園での友達との関わりの様子を具体的に伝える

とともに、家庭での様子を聞き、考慮して支援

を考える。

・面談などの機会を通して、成長や支援方法など

を確認する。３学期の見通しを伝え、保護者の

希望や不安を聞くなど、進級を視野に入れて話

し合う。

・保護者の願いを受け止めつつ、経験させたい

こと、今大切にしたいことを伝え、共通理解

を図り、それを基にして行事等に取り組む。

・進級後の生活する環境を一緒に見る機会をつ

くり、保護者の願いや不安、要望などを聞き、

改善すべき点を明確にして新年度に備える。

感じたり、４歳児、５歳児に対する憧れを感じた

りする。

とが経験できるようにする。

◎皆と一緒に活動する機会が増えることに伴い、

対象児の友達への関心も広がっていくことが予

想される。友達との心地よい関わりをもてるよ

うに仲介したり、対象児が無理せずできる関わ

り方を知らせたりする。
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 ４歳児Ⅰ期（４月～５月） 
保育者をよりどころにして新しい場や生活に慣れ、思いを表しながら遊

んだり生活したりする時期

４歳児Ⅱ期（６月～９月上旬） 
クラスの活動で自分なりに動いたり同じ動きをし

たりすることを楽しむようになる時期

人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る 

幼
児
の
姿
の
把
握

・保育者や友達に親しみをもって遊んだり生活したりする。

・気の合う友達と同じ遊びを楽しむ。

・思ったことや感じたことを表情、態度、言葉などで自分なりに表現する。

・クラスの皆と一緒に遊んだり過ごしたりすることを楽しいと感じる。

・園生活に必要な決まりがあることや、「ありがとう」「ごめんね」など友達との関

わりに必要な言葉があることを知る。

・受け入れてくれる友達に自分の思いや感じたことを伝え

ようとする。

・思い通りにならないときに保育者に思いを受け止めても

らい、我慢したり気持ちを切り替えたりする。

・友達と同じものを身に付けたり、一緒に動いたりする楽

しさを感じる。

対
象
児
が
在
籍
す
る
集
団
へ
の
援
助

・幼児のありのままの姿を受け止め、安心して自分を出せる雰囲気をつくる。 

・一人一人の名前を意識的に呼ぶことや、誕生写真の掲示などを通して、友達に関

心をもてるようにする。 

・生活の流れや活動の手順が変わることで不安にならないよう、しばらくは生活の

基本的な流れを変えないように配慮する。 

・家庭や３歳時にしていた遊びができる環境を用意し、一人一人の遊びの場を確保

することで安心して過ごせるようにする。

・保育者や他児のしていることが見えるような場作りなど

を行い、友達のしていることを知らせたり遊びながら感

じ取れるようにしたりする。また、友達と同じことがで

きるように材料を十分に用意する。 

・好きな遊具や遊び、クラス全体の活動の様子から、保育

者が対象児と周囲の幼児との接点を見出し、関わるきっ

かけをつくる。 

・対象児が好きなことを遊びの中に取り入れ、関心をもっ

た幼児が一緒に遊ぶ楽しさを味わえるようにする。 

対
象
児
へ
の
支
援
（
例
）
・
支
援
者
と
の
連
携 

◎
担
任
・
支
援
者
共
通 

○
担
任 

☆
支
援
者 

●
通
年

○ロッカーや所持品の置き場所は、分かりやすく大きなマークや図で示す。

◎トイレ・園庭などの場所や身支度・食事の準備など生活の流れは、３歳からの経

験を踏まえて写真カードを作成する。行動する際にカードを見せ、次の行動の手

掛かりになるようにする。

◎対象児の好きなことを一緒に繰り返しながら、保育者への安心感がもてるように

する。

◎進級で環境が変わるため、家庭や３歳時に使っていた指示や絵カード、遊具など

を用意し、安心して過ごせるようにする。

＜支援者との連携＞ 

☆人があまり変化しないように、共に行動するのは主に支援者とする。担任はクラ

ス全体の安定に配慮する。

◎●対象児の状況（好きなこと、苦手なこと、小さな出来事など）を様々な教職員

が捉え、共通理解する。互いに感じたことを率直に伝え、支援方法を調整する。

◎●行事に関して、対象児の様々な状況を想定し、担任と支援者の動き方や対象児

の無理のない参加の仕方を確認しながら進める。

◎行動する際に場所の写真カードや活動の絵カードを見

せ、次の行動の手掛かりにする。

◎身支度・昼食準備などの生活の流れは、流れが分かるよ

うに写真カードや絵カードを作成し、一つ一つ確認す

る。

◎対象児が安定しているときに、好きなことを一緒にしな

がら、関係づくりをする。

＜支援者との連携＞ 

○対象児の興味や技能面などの状況に応じながら、友達や

場、遊具への関心を広げられるよう、共通理解を図る。

◎●専門機関との連携で得た情報や支援方法を必要に応

じて伝え、誰もが共通に支援できるようにする。

専
門
機
関
と
の
連
携 

●
通
年

●保育観察を依頼し、集団生活での対象児の特性に応じた支援方法を具体的に検討

する。

・個別の支援計画、個別指導計画作成にあたり、対象児の実態に基づいた２年間の

見通しや、支援方法への助言を受ける。

・通所機関で、入園前の対象児の様子や集団生活への期待などを聞き、指導計画に

生かす。

●対象児及び育児に不安を感じている保護者が、園内で専門家と話したり助言を受

けたりできるよう、相談体制を整えておく。

●集団生活での変容や困難さを共有し、その時期の対象児

に応じた支援の方法を確認する。

●通所機関がある場合は、必要に応じて連絡を取り、見学

に行ったり保育を観察してもらったりしながら、情報を

交換し、支援に生かしていく。

●発達や行動面で配慮が必要と思われる幼児について相

談し、実態把握の仕方や支援の方法、保護者との連携の

図り方について助言を受ける。

対
象
児
の
保
護
者
と
の
連
携

＜入園、進級前＞ 

・面談や体験入園等を通し、園や職員に親しみをもてるようにする。成育歴や家庭

での対応、園への願いや要望等を聞き、基礎資料を作成する。

・実際に保育環境を見てもらい、改善や工夫の必要な点、家庭での過ごし方で準備

する点について共通理解し、入園、進級をめどに準備を進める。

＜入園、進級後＞ 

・園生活の様子を具体的に知らせ、安心感につなげる。家庭での様子を聞き、環境

の変化による変容等を保護者と確かめ、支援に反映させる。

・基礎資料と園での様子を基に、個別の教育支援計画及び個別指導計画を作成する。

・日々の連絡方法を確認する。（連絡ノートなど）

・対象児の園での様子を、良さを中心に伝えながら、安心

感につなげる。また、状況や必要に応じて、困難に感じ

ている場面や課題を共有する。

・家庭での様子を聞き、保護者の気持ちを受け止めたり、

園での対応に生かしたりする。

視点 

・皆で取り組む遊びや活動に喜んで参加し、友達に親しみ

をもつ。

・ルールを守ると楽しく遊べることが分かる。
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４歳児Ⅲ期（９月中旬～１０月） 
友達との関わりを楽しみながら、自分の動

きや思いを出して遊ぶようになる時期

４歳児Ⅳ期（１１月～１２月）
遊びや生活の中で、クラスの友達とみん

なで活動する楽しさを味わう時期

４歳児Ⅴ期（１月～３月） 
クラスの友達といろいろな活動をする中で、クラス

のつながりを感じて遊びや生活を進める時期

・遊びの中で思いや考えを出し合いながら、友達

との関わりを楽しむ。

・友達との遊びの中で、思うようにならないこと

を経験し、相手にも思いや考えがあることに気

付く。

・皆の中で、伸び伸びと自分を出して遊ぶ。

・クラスの皆と一緒にルールのある遊びをして遊

ぶ楽しさを味わう。

・年長児と一緒に行事に参加して、親しみや憧れ

を感じる。

・友達と一緒に遊びの場をつくり、イメージを出

し合いながら遊ぶ。

・友達の動きに関心をもち、その動きに合わせ

たり応じたりして動く楽しさを感じる。

・友達との遊びの中で自分の思ったことを言葉

や動きに表し、それを相手に受け止めてもら

えた喜びを感じる。

・保育者の言うことを受け止めて、行動しよう

とする。

・友達と生活する中で決まりの大切さを感じ、

自分なりに守ろうとする。

・友達と一緒に楽しんでいる姿に共感し、気持ち 

を保育者が代弁したり関わり方のモデルを示し 

たりする。 

・全体で行うルールのある遊びは、発達や実態を 

踏まえ全体が理解しやすいものを設定する。ま 

た、対象児の実態に応じて参加の仕方に配慮し、 

部分的でも一緒に取り組めるようにする。 

・クラスの皆で一緒に体を動かす心地よさを感じ 

られるようにする。 

・クラスの幼児の対象児との関わり方や感じ方に 

ついて実態を把握し、対象児を含め、幼児同士 

の関わりの中で育てたいこと、クラスとして育 

てたいことを明確にして援助する。

・遊びや生活の中で起きる対象児への疑問や感

情は、ありのままに保育者が受け止める。同時

に、対象児の気持ちや行動を細やかに周囲の幼

児に伝え、保育者が対象児も周囲の幼児もクラ

スの一員として大切に思っていることを感じ

取れるようにする。 

・保育者が対象児の言動を肯定的に受け止め、意

識的に周囲の幼児に知らせる。 

・生活グループなどを編成する際には、対象児

との関係性を踏まえ、互いに心地よく過ごせ

るように配慮する。

・発表会などは、対象児の興味・関心や、参加しやす

さを考慮して構成し、クラスの誰もがその子らしさ

を出して取り組めるようにする。 

・対象児が参加できない場面があるときには、対象児

なりの取り組みの経過や頑張っていることを周囲

の幼児に伝え、気持ちがつながるように配慮する。

・対象児の好きなことに周囲の幼児が参加する機会を

つくり、簡単な役割をもって一緒に楽しむことを通

して、対象児への理解を広げられるようにする。

・遊びや生活の中で、対象児がルールに沿って動けな

かったり、参加できなかったりするときには参加で

きる方法を周囲の幼児と一緒に考えていく機会を

設ける。

◎好きな遊びの中で歩いたり走ったりする機会を

多くもち、体を動かす楽しさを感じられるよう

にする。

◎園やクラス全体で取り組む活動が多くなってく

るので、気分転換できる時間や場所を用意する。 
○運動会で使用する曲は、あらかじめ保育室で流

したり、好きな遊びでも聞けるようにしたりし

て、対象児が慣れるようにする。

＜支援者との連携＞ 

◎運動会などの行事では、対象児にとって必要な

経験を明確にし、練習や当日の参加の仕方への

配慮などを共通にして進める。

○３歳時よりも、「できた」と感じられるように競

技内容や参加方法を配慮していく。

○園やクラスで取り組む活動では、皆と一緒に行

う回数の調整や待ち時間を工夫し、対象児にと

って必要な経験ができるようにする。

◎友達のしている遊び（楽器遊び、踊りなど）

に視線を向けているときに、「楽しいね」「○

ちゃんが踊っているね」など言葉を添えてい

く。音楽に合わせて保育者も同じように行動

しながら、表情や言葉で楽しさを伝えていく。

＜支援者との連携＞ 

◎できるだけ幼児同士の関わりを経験できるよ

うに、対象児との距離や支援の仕方に配慮す

◎写真カードを使って、自分の行きたい場所を指差し

たり、ハンドサインを用いて意思を示したりする機

会を大切にする。

◎独特の言い回しや表現が見られた場合は、分かりや

すい表現で代弁し、言葉を獲得するきっかけにする

とともに、他児に思いや状況が伝わるようにする。

◎取り組み始めた遊びを基盤にしながら、遊びの中

で、様々な遊具や道具に触れたり、いろいろなイメ

ージの世界を楽しんだりして、経験を広げていける

ようにする。

＜支援者との連携＞ 

○表現活動では、特性を生かせるように参加の仕方を

工夫する。また、安心できる幼児と手をつないだり

一緒に声を出したりして、一緒に参加して楽しめた

ことを十分に認めていく。

◎課題活動が増えてくるため、全体活動への参加の実

態を把握し、個別にやり方を伝えたり共に動いたり

しながら、無理なく参加できることから進める。

・運動会など行事への参加の仕方について、対象

児の様子及び園や保護者の意向を伝え、特性に

応じた支援方法について助言を受ける。

・集団の中で周囲の幼児が感じていることを受け

止め、対象児の特性や良さを活かした指導方法

について助言を受ける。

・対象児の変容や課題を共有し、進級を視野に

入れた見通しがもてるように助言を受ける。

・全体的に気の合う友達との仲が深まる時期で

ある。保育観察を通じて、対象児のペースを

優先するのか、友達や集団へのつながりを重

視するのかなど、支援に向けた具体的な助言

を受ける。

・表現活動や儀式的な行事への、対象児の特性に応じ

た支援方法や、参加の仕方などに対する助言を受け

る。

・進級時の環境や支援方法など、配慮することや引継

ぎ事項などを協議し、明確にする。

・対象児や周囲の幼児への１年間の支援や変容を振

り返り、就学までに予想されることや必要なことを

協議し、見通しをもって次年度を迎えられるように

する。

・対象児の園での様子を伝えながら、行事に向け

ての取り組みや当日の参加の仕方や援助の方法

を話し合いながら進めていく。対象児なりの取

り組みを十分に認め、共に喜べるようにする。

・クラスの幼児が対象児に関心をもって関わる

姿が多くなるため、他児からの関わりをどの

ように感じているか、家庭での様子を聞きな

がら、園での支援を考えていく。

・面談などの機会を通して、成長や支援方法、

課題などを確認する。３学期の見通しを伝え、

保護者の希望や不安を聞くなど、進級を視野

に入れた話し合いにする。

・クラス全体での活動や課題活動が多くなる。保護者

の願いを受け止めるとともに、対象児に経験させた

いこと、今大切にしたい姿を伝え、共通理解のもと

に行事などに取り組んでいく。

・進級後の生活する環境を一緒に見る機会をつくり、

保護者の願いや不安、要望などを聞き、改善の必要

なことや今後の手だてについて話し合う。

・友達の前で自分の思ったことを表現し、受け止めて

　もらえるうれしさを感じる。

・行事やクラスの活動の中で力を発揮したことを認め

　られ、満足感や自信をもつ。

・友達と一緒に遊びや仕事を楽しみながら、やり遂げ

　ようとする。

・クラスの皆と一緒に活動する中で、満足感やクラス

　としてのつながりを感じる。

・簡単なルールをつくったり、ルールを守ったりして、

　友達と一緒に遊びを楽しむ。

る。

◎クラスの活動や集会では、事前に対象児と一

緒に場を見たり、内容を伝えたりして安心でき

るようにする。また、幼児同士の関わりにより

不安定になったときは、落ち着いて過ごせる場

所や時間を確保し、気持ちの切り替えができる

ようにする。
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５歳児Ⅰ期（４月～５月） 
新しい環境の中で、自分たちなりに遊び

や生活を進めていこうとする時期

５歳児Ⅱ期（６月～９月上旬）
友達とのつながりを深め、思いを伝え

ながら遊びを進める時期

５歳児Ⅲ期（９月中旬～１０月）
皆で行う活動を楽しむ中で、友達のよさに気付

き、様々な友達への親しみを広げる時期

人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る 

幼
児
・
児
童
の
姿
の
把
握

・年長になったことを喜び合い、友達と一緒に遊 

ぶ楽しさや友達とのつながりを感じる。 

・友達の考えを聞いたり、自分の考えや発見など 

を話したりして、伝えるうれしさを感じる。 

・うまくいかないことを通して、友達の考えや提 

案に気付き、受け止めようとする。 

・友達と一緒に最後まで活動する喜びを味わう。 

・新しい生活の中での決まりの必要性を感じ、保 

育者や友達と一緒につくる。

・友達と遊びを進める中で、イメージが共通に

なっていく楽しさを感じる。 

・相手に話を聞いてもらい、思いが受け止めら

れたうれしさを感じる。 

・友達に共感したり、自分の気持ちを伝えたり

する。 

・自分とは違う友達の思いや考えを受け入れよ

うとする。 

・園生活の決まりやしてはいけないことの意味

や大切さが分かり、自分たちで知らせ合った

り確認したりして守ろうとする。

・友達と話し合いながら、自分たちで遊びを進めて

いく。 

・自分の力を発揮し、友達のよさに気付いたり認め

たりしながら遊ぶ。 

・自分の行動の結果を、自分なりに考える。 

・クラスや同年齢の友達、保育者と一緒に、目的に

向かって役割を感じながら活動を進め、気持ちを

合わせる心地よさややり遂げた満足感を味わう。

・自分の考えと相手の考えの違いに気付き、受け入

れようとする。 

・身近な人（高齢者、年下の子供、地域の人など）

との関わりを通して、相手を思う気持ちをもつ。

対
象
児
が
在
籍
す
る
集
団
へ
の
援
助

・進級に伴い、担任の交代や環境の変化等により 

対象児が不安定になりやすい。対象児・クラス 

の幼児共に、安定して生活できるようにする。 

・対象児に関心をもち、そばにいたり関わったり 

する幼児の言動を共感的に受け止め、周囲の幼 

児に伝えることで、対象児への関心を広げる。 

・４月からの新入児や、今まで対象児との関わり 

が多くなかった幼児に対して、対象児の好きな

こと、苦手なこと、頑張っていることなどを、

きっかけを見付けてさりげなく伝える。 

・周囲の幼児が対象児に対して、自分の思いを 

伝えたり必要なときには注意したりできるよ 

うにする。また、互いの行動や気持ちの仲介 

をする。 

・当番活動など、グループの友達と一緒に取り

組む活動の中で、対象児が同じ場にいたり部

分的に参加したりできるように方向付ける。

少しでもできたことを保育者も喜び、周囲の

幼児も一緒にできたことをうれしく思えるよ

うにする。 

・対象児とのトラブルの場面では、必要に応じ

て保育者が間に入り、周囲の幼児にとって負

担になり過ぎないようにする。また、保育者

が対象児の思いをきちんと受け止めて対応す

るモデルになり、周囲の幼児が対象児を誤解

したままで終わらないようにする。

・対象児が得意なことや好きなことを活動内容に取

り入れ、対象児の意欲が高まるようにする。また、

周囲の幼児が対象児の様子に気付けるように保育

者が言葉を掛ける。 

・対象児の苦手なことは、頑張っていることとして

さりげなく伝え、どの幼児にとっても結果だけで

はなく、取り組む過程を大事にすることを価値付

けていく。また、誰もが困ったときには助けても

らえることの大切さを、意識付ける。 

・運動的な遊びなど、結果が見えやすい活動が多く

なることでの葛藤が予想される。幼児が本音で話

し合える雰囲気や機会をつくる。話し合いの過程

で、対象児なりの取組を認められるよう方向付け、

うまくいく方法を皆で考えて実行するなど、一緒

に乗り越えていく体験にする。

対
象
児
へ
の
支
援
（
例
）
・
支
援
者
と
の
連
携 

◎
担
任
・
支
援
者
共
通 

○
担
任 

☆
支
援
者 

●
通
年

○毎朝玄関で迎えて一緒に保育室へ行き、身支度 

などが安定して行えるようにする。

◎写真や絵を用いて、１日の流れや活動を早めに 

知らせ、見通しをもてるようにする。 

◎対象児のしたいことを一緒に行いながら、新し 

い環境で安心できる遊びや場を把握し、安心し

て生活できるようにする。 

◎一斉活動での経験（遊び、素材など）を、好き 

な遊びの中に取り入れることで、対象児の関わ 

れることを探るとともに、周囲の幼児と関わる 

きっかけにする。 

＜支援者との連携＞ 

◎対象児の生活が安定するために、支援者や園内 

の職員にも対象児に関わってもらい、連絡を密 

にして進級後の実態を共有する。 

◎前年度の指導の経過を、資料などをもとに確認 

し、進級時の支援方法を共有する。 

◎●専門機関との連携で得た情報や支援方法を必 

要に応じて伝え、共通に支援できるようにする。

◎●感じたことや気付いたことを率直に伝え合 

い、支援方法を調整しながら進める。

◎場所の写真カードや活動の絵カードをより

活用し、対象児が自分の意思を表し、周囲に
伝わる機会を増やしていく。 

◎対象児が選択したり自分なりに工夫したり

して表現できるよう、様々な遊びや素材など

に触れられるようにする。また、対象児の考

えが周囲の幼児に伝わったり、遊びの刺激に

なったりするように働き掛ける。 

◎全体活動への参加が難しい場合は、クールダ

ウンの場所を決めておく。その中から行きた

い場所を自分で選択する機会を大切にし、対

象児が意思を表すきっかけをつくる。 

◎友達との関わりの中で、受け応えの仕方を具

体的な言葉にして知らせる。 

＜支援者との連携＞ 

◎小グループでの課題活動が多くなってくる。

話し合いの場面、活動場面それぞれでの対象

児の参加の状況を細かく観察し、今経験させ

ること、少しずつ慣れるようにすることなど

を明確にする。また、活動に参加しやすくす

る方法を工夫する。

◎学年の取組の中で対象児が参加できることは、で

きるだけ周囲の幼児との関わりで行動できるよう

にする。周囲の幼児に声掛けや手をつなぐタイミ

ングなどを知らせ、繰り返し取り組み、できた喜

びを一緒に感じられるようにする。 

☆行事に向かう中で、対象児の参加しやすい状況で

は、できるだけ見守る役割をとり、全体への指示

や行動に対する対象児の実態を把握する。 

◎係活動は、対象児の特性を生かした内容にし、対

象児の行動や気持ちを支え、意欲をもって取り組

めるようにする。また、同じ係の幼児が対象児の

　取組に気付いて認められるように、周囲の幼児と
の関わりを促していく。 

＜支援者との連携＞ 

◎難しい活動は内容を細分化し、そばについて少しず

つできるように支援し、できた喜びに共感する。

専
門
機
関
と
の
連
携 

●
通
年

●保育観察を依頼し、対象児の特性に応じた５歳

児の集団での支援方法を検討する。

・個別指導計画作成にあたり、対象児の実態に基

づき、就学を視野に入れた１年間の見通しや、

支援方法への助言を受ける。 

・通所機関から就学への見解などを聞き、指導計

画に生かす。 

●対象児の保護者及び育児に不安を感じている

保護者が、園内で専門家と相談できるよう、体

制を整えておく。

●通所機関がある場合は、必要に応じて連絡を

取り、見学に行ったり保育を観察してもらっ

たりしながら、情報を交換し、支援に生かす。

・就学を視野に入れて、発達のバランスや集団

生活の中で特に気を付けて把握しておくこ

と及び支援方法などについて助言を受ける。

・配慮が必要と思われる幼児について、現在の

状態や年長の１年間で特に配慮することや、

具体的な支援方法、保護者との連携の図り方

などについて助言を受ける。

・運動会などの行事への参加の仕方について、園や

保護者の意向を伝え、対象児の特性に応じた支援

方法について助言を受ける。 

・対象児の就学に向けて、就学までの手続きや相談

機関などに関する情報提供を依頼する。就学に向

けた保護者との連携のポイントについて助言を受

ける。

対
象
児
の
保
護
者
と
の
連
携

＜進級前＞ 

・前年度に作成した個別の教育支援計画、個別指 

導計画を基に、対象児の成長や課題、願いなど 

について共通理解を図り、手直し及び今年度の 

支援の見通しを共有する。 

・進級後の環境を見てもらい、改善や工夫の必要 

な点について進級をめどに準備する。 

＜進級後＞ 

・連絡を密にして担任の変更など保護者の不安を

受け止め、関係づくりをする。環境の変化によ

る変容等、家庭での様子を聞くとともに、 この

１年の期待や願いを共有し、具体的な支援や個 

別指導計画等に反映する。

・対象児の園での様子を、小さな変容を共に喜

ぶ姿勢で伝える。５歳児として課題活動が増

えていく中で予想される困難と、それに応じ

た支援方法について伝え、保護者が見通しや

安心感をもてるようにする。 

・家庭での様子や保護者の願いなどを聞き、具

体的な支援方法について、保護者の考えも生

かしながら検討する。

・５歳児にとっての行事のもつ意味や取り組み方を

知らせ、その中で対象児にとって何を大切にして

いくかを話し合い、共通理解を図る。前年度まで

の経験を生かし、当日の参加の仕方についても共

に考えていく。 

・練習の様子などを参観してもらい、具体的な場面

を題材に話し合い、理解を図る。対象児なりの方

法で頑張って取り組んでいることを十分に認め、

共に喜べるようにする。 

・就学に向けての保護者の考えや願いを聞き、具体

的な就学先の決定や手続きなどについて話し合い、

共有する。

視点 
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５歳児Ⅳ期（１１月～１２月） 
共通の目的に向かって、工夫や協力、分担な

どをしながら取り組み、達成感を味わう時期

５歳児Ⅴ期（１月～３月） 
自分たちで遊びや生活を進める中で、互いの良

さを生かし合い、充実感を味わう時期 

小学校入門期（第１学年４月～７月）
小学校生活に期待をもち、新しい環境の中

で安心して楽しく生活する時期

・友達と考えを出し合って工夫することで、遊びがよ 

り面白くなることを十分に味わう。 

・グループの友達と共通の目的に向けて遊ぶ中で、一 

緒に進めていく楽しさや、やり遂げた満足感を味わ 

う。 

・自分の考えと相手の考えの違いに気付き、折り合い 

を付けて進めようとする。 

・友達の良さに気付いたり認めたりしながら、遊びを 

楽しむ。 

・相手の立場に立って、考えたり行動したりしようと 

する。

・クラスや学年の友達と皆でする楽しさが分か

り、友達との連帯感を感じながら、自分の力を

発揮する。 

・自分たちで遊びや生活を進める充実感を味わう。

・自分の感じたことや考えたことを友達に分か

るように伝え、友達の話を聞いて受け止める。

・友達の得意な面や良さに気付き、生かし合っ

て遊ぼうとする。 

・自分のことを認めてもらう経験を通して、自

信をもって行動する。

・新しい環境に慣れ、安心して生活や遊びを楽しむ。

・新しいクラスの友達に関心をもち、友達ができる

ことの喜びを感じる。 

・気持ちのよい挨拶、言葉遣い、動作などに心掛け

て、明るく接する。 

・世話をしてくれる上の学年の児童に対して、親し

みの気持ちをもって接する中で、一年生としての

自覚をもつ。 

・一年生になったことの喜びを感じ、皆で過ごすた

めに必要な約束（チャイム、自分の席につく な

ど）を知る。 

・約束や決まりを守り、皆で使う物や場所、施設を

大切にする。

・関わりながら対象児を理解し気持ちを寄せていけ

るように、どの幼児にも対象児と関わる機会をつ

・様々な場面で、対象児を含めて手助けしたり教え

たりし合う機会を大切にする。そのことで相手が

喜んだり、できたりしたことを共に喜ぶ気持ちを

大切にする。困ったときには、誰もが助けてもら

うことができる関係を価値付ける。 

・対象児のペースでできることもあるので、友達に

とって本当に必要な手助けかどうかを共に考える

など、双方にとっての視点を幼児なりにもてるよ

うにする。

・互いの良さを感じて言葉にしたり、助け合おう

としたりする姿や、対象児を理解し関わって

いる幼児の姿を十分に認めて、価値付ける。

全体にも知らせ、周囲の幼児が自分も同じよ

うにしてみようと思えるようにする。 

・発表会や修了式など、締めくくりの課題活動

がある。これまで経験してきたことや対象児

の得意なことも生かして、一人一人の持ち味

や力を十分に発揮できるようにする。 

・対象児の参加の仕方については、本人の思い

と周囲の幼児の考えを生かしながら、皆で取

り組んだ達成感がもてるようにする。

・入学に伴い環境の変化が大きく、対象児が不安定

になりやすい。対象児・クラスの児童共に、安定

して生活できるようにし、対象児の気持ちをクラ

ス全体で受け止める機会をもつ。 

・トラブルの場面では、教師が早めに間に入り、対

象児の思いをきちんと受け止めるモデルになる。

また、周囲の児童に対して、対象児の思いを伝え

ることで、対象児が誤解されたまま終わらないよ

うにする。 

・縦割り活動などで関わる他学年の児童に対して、

対象児の特性に応じた接し方を伝える。他学年の

児童の接し方を１年生がモデルにできるように

働き掛ける。

◎協同的な活動では、対象児が好みそうな内容のグル

ープに所属できるようにし、対象児の様子や気持ち

を周囲に伝える。 

◎グループの幼児と作ったものに関心をもてるよう

にし、遊びの経験を広げる。また、係の幼児からの

関わり（声掛け、ハンドサインなど）で、その場に

応じた行動を取る経験にする。 

◎幼児同士の会話や行動の中で、対象児にとって分か

りにくいことを把握し、個別に知らせたり、皆が分

かりやすくなるよう視覚化したりする。 

◎周囲の幼児が対象児の特性を生かせる役割に気付

くように方向付け、対象児を仲間として受け止める

言動を十分に認める。 

＜支援者との連携＞ 

◎グループ活動の中で、周囲の幼児の対象児との関わ

り方や受け止め方を把握し、仲介や支援の方法を考

える。

○クラスでの活動の際に、対象児が担任に注目で

きるように個別に促したり、指示を端的に示し

たりする。対象児が担任からの指示や周囲の行

動を感じ取ることをきっかけにして、行動でき

るようにする。

○あらかじめ対象児の得意なことを生かせるよ

う見通しをもった上で、周囲の幼児の発想を取

り入れ、一緒に考えてグループ活動を実現して

いく。

◎話し合い活動では、対象児の考えを周囲に伝え

(対象児が自分で言えるような支援、保育者が

代弁する支援など)、仲間の一員としての意識

を相互にもてるようにする。 

＜支援者との連携＞ 

◎大きな行事で対象児のもつ良さや力が発揮さ

れるように、参加の仕方に配慮する。活動の経

過の中で、対象児の様子に応じて支援方法や参

加の仕方などを調整していく。

◎できるだけ多くのコミュニケーションをとり、対

象児との信頼関係を築く。 

○対象児の特性と友達との関係性に応じた座席に配

慮する。

◎教室で迎え、朝の身支度がスムーズに行えるよう

にする。 

◎１日の活動の流れをあらかじめ伝え、安心して生

活できるようにする。 

◎スムーズに学習に取り組むことができるように、

　１時間の学習内容を最初に知らせておく。 

＜支援者との連携＞ 

◎５歳時の生活や指導の経過についての資料などを

もとに、支援方法を共有する。 

◎対象児の実態を把握し、校内委員会を通じて支援

者や職員と支援方法を共通にするとともに、密に

連絡を取り合い、より適切な支援方法を見出して

いく。

・通所機関と就学に関する情報や見通しを伝え合い、

共有する。 

・特別な支援の有無にかかわらず、希望する保護者と

専門家とのグループ相談を設定し、就学に際しての

保護者の不安や、専門家の立場からの就学前に大切

にすることなどを話し合えるようにする。 

・対象児の就学先と話し合う機会をもつ。

・表現活動や儀式的な行事の際の、対象児の特性

に応じた支援方法や、参加の仕方などに対する

助言を受ける。 

・就学支援シート（就学先との連携のための書類）

に関して協議し、作成する。 

・就学前教育施設や療育施設から、対象児について

の情報を得て、指導計画に生かす。 

・巡回指導では、担当の職員から対象児の様子につ

いて話を聞き、指導に生かしていく。 

・特別支援学校の教員やカウンセラーとの連携を密

に図り、実態を共有するとともに、特性に応じた

支援方法を具体的に協議する。

・対象児が成長するとともに、保護者の願いや要望が

急に強くなってくることがある。思いは十分に受け

止めながら、園での姿や見通しを伝え、対象児にと

って大切なことを話し合い、共通理解を図る。 

・対象児の成長を共に喜び、これまでの保護者

の努力や苦労に対し、敬意やねぎらいを伝え

ていく。保育者や周囲の幼児が対象児と共に

学んだこと、うれしかったことなどを具体的

に伝え、対象児の存在の大切さを共感する。

・就学支援シートを、話し合いながら作成する。

・就学先の特別支援教育コーディネーターなど、

相談できる人を具体的に知らせ、安心感がも

てるようにする。

＜春季休業中＞ 

・入学前に保護者と面談を行い、入学式の座席や動

きの確認を対象児と共に行う。 

＜入学後＞ 

・できるだけ早い段階で連絡を取り、保護者の不安

を受け止める。家庭での様子を聞き、児童の実態

について保護者と共有し、具体的な支援を個別指

導計画に反映させる。

くる。 

・対象児に関わる一人一人の行動を具体的に認めて

周囲に知らせ、どんなときにどのように接してい

くとよいのかが分かるようにする。 
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「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」第２条第

７項において、「『幼保連携型認定こども園』は、義務教育及びその後の教育の基礎を培

うものとしての満３歳以上の子どもに対する教育並びに保育を必要とする子どもに対する

保育を一体的に行い、これらの子どもの健やかな成長が図られるよう適当な環境を与えて、

その心身の発達を助長するとともに、保護者に対する子育ての支援を行うことを目的とし

て、この法律の定めるところにより設置される施設をいう。」と示されています。このよ

うに、保護者に対する子育ての支援は幼保連携型認定こども園の重要な役割の一つです。

また、保護者に対する子育ての支援は、保護者と子供の安定した関係や保護者の養育力の

向上に寄与するために行われるものであり、子供の成長に大きく影響を与えることから、

幼保連携型認定こども園のみならず、全ての就学前教育施設において、重要な役割と言え

ます。 

ここでは、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に従い、「（１）幼保連携型認

定こども園の園児の保護者に対する子育ての支援」の８項目、「（２）地域における子育

て家庭の保護者等に対する支援」の２項目について、支援例を示します。いずれも、幼保

連携型認定こども園のみならず、全ての就学前教育施設において考え得る支援例です。資

料の見方については、179ページのとおりです。 

３ 保護者に対する子育ての支援
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（２）地域における子育て家庭の保護者等に対する支援例 

 
 

 
未就園親⼦対象の「⼦育てひろば」において、保護者を⽀援する。 

                

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者は、実際に同年齢の子供の姿や、保育者の見守り方、援助の仕方を見ることができ、

ヒントを得られたようだった。「とても参考になりました。給食体験を楽しみにしています」

と言い、ほっとした表情で帰っていった。 

後日、給食体験の日となった。子供が食べている様子を見ると、少し大きい具材や固い物

は口から出してしまう姿が見られた。保護者に聞いてみたところ、家庭では比較的柔らかい

ものを食べさせていたと話した。 

園所属の栄養士から、「発達に合った大きさや固さの食材にすること」「保護者が食べる姿

を見せることで、子供も真似をして口を動かすようになること」「食べさせるときは舌の奥の

方に食べ物を置くのではなく、前の方に置いてあげること」など具体的にアドバイスをする

と、保護者は「家でも試してみます」と言い、安心した様子だった。 

① ⼦育て⽀援事業 

Ｅこども園では、未就園親子対象の「子育てひろば」を、月に２回開催している。この日

は、ホームページやポスターで情報を得た１０組ほどの親子が参加していた。参加した親子

は、設定された環境で思い思いに遊んでいた。保護者同士で、子育てに関する情報交換をす

る姿も見られた。 

そのような中、一人の保護者から「うちの子供は１歳６か月です。食事の時、あまり噛ま

ずに飲み込んでしまうのですが、食べさせ方で何か工夫できることはありますか」という相

談を受けた。 

 

その後・・・ 

保育者の働き掛け 
○ １歳児クラスに案内し、実際に、食べている様子を見てもらった。 

○ 事前に予約をすれば、給食体験ができることを知らせた。 

地域における子育て支援は、園がもつ地域性、園自体の特徴、園の職員の専門性などを十分

考慮して、当該地域において必要と認められるものを適切に実施することが重要である。 
また、園の職員が子育て支援の重要性を認識し、様々な思いに対し、親しみをもって応じ、

きめ細かな心配りを行うことが求められる。 
さらには、園が、気軽に訪れ、相談することができる心強い身近な施設になることは、子育

てを行う上での保護者の安心感にもつながる。育児不安を和らげ、虐待を防止する等の役割が

園にあることを自覚し、地域の子育て家庭の保護者を受け入れていくことが必要である。 

ここがポイント︕ 

・ 幼保連携型認定こども園教育・保育要

領に従った、合計１０の項目名です。 

・ この支援例の発端となるエピソード

を、簡潔に記載しています。 

・ 保育者が、

具体的にど

のような働

き掛けを行

ったのかを

記載してい

ます。 

・ 働き掛け

を行った後

の様子を記

載していま

す。 

・ この支

援例のポ

イントを

記載して

います。 
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（１）幼保連携型認定こども園の園児の保護者に対する子育ての支援例  

⼦供の成⻑や⽣活の様⼦の伝え⽅を⼯夫する。

 

 

一方、子供たちには、毎日、保護者への伝達事項を１点に絞って知らせ、自分で伝えるよ

う働き掛けていった。子供たちは、少しずつ、保護者に伝えることが上手になっていった。 

毎日、掲示版に一日の活動内容を写真付きで掲示して紹介したり、子供ができるようにな

ったことや頑張っていることを定期発行のクラス便りで発信したりしていった。保護者にも、

子供の園での生活が見えるようになり、連絡ノートについての訴えはなくなった。 

保護者には、徐々に掲示を見る習慣が付いていった。また、登降園時に子供の様子を一言

でも伝える小さな積み重ねが、保護者との信頼関係を築くことにつながっていった。 

連絡ノートを使用していた時よりも保育者と保護者が話すことが増え、不安なことがある

時は保護者から相談してくるようになった。 

① 様々な機会の活⽤

４歳児２月の保護者会にて、保育者は保護者に「５歳児クラスになったら、連絡事項の伝

達方法を連絡ノートから掲示板に変更する」と伝えた。 

５歳児クラスになり２か月経った頃、ある保護者から「連絡ノートがなくなって、我が子

がどういう生活をしているか分からなくなった」という訴えがあった。 

その後・・・ 

その後・・・ 

保育者の働き掛け（その１） 
○ 伝達方法を変更した「理由」を明確に伝えた。

・ 体力がつき、体調面の変化等の細かな連絡の必要性が低くなってきたため。 

・ 就学に向けて、子供自身が保護者へ連絡事項を口頭で伝える力を伸ばしていくため。

保育者の働き掛け（その２） 
○ 毎日、その日の園での様子を、写真を交えて分かりやすく掲示し、子供の

姿を発信し続けた。

子供の様子や教育及び保育の内容などを保護者に知らせることは、保護者への子育て支援と

深くつながっている。その方法については、園児の登降園時、連絡帳、園内の掲示、通信（手

紙）など、様々な機会を活用するという視点をもち、工夫することが重要である。

なお、保育者の意図することが確実に保護者に伝わっているかを確認することも重要である。

ここがポイント︕ 

保育者は、登降園時に保護者に対して、園での子供の様子を具体的に伝えていった。しか

し、保護者はなかなか受け入れることができないようで、「連絡ノートを復活してほしい 」と

訴え続けた。  
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保護者のニーズを把握した上で、保育⽅針を伝え、相互理解につなげる。

 

アンケートの結果、ほとんどの保護者が、トイレットトレーニングについて不安に感じて

いることが分かった。 

保護者会の懇談では、トイレットトレーニングについての情報交換が活発に行われた。多く

の保護者は、「他の家庭も同じことで悩んでいる」と実感し、安心した様子だった。 

また、この懇談は、日頃、送迎の時間帯が合わず、なかなか話をする機会がない保護者同士

が、横のつながりを築くきっかけとなった。保護者会後、保護者同士で連絡を取り合う様子が

見られるようになった。

② 保護者との相互理解

２歳児５月、進級当初は自分のことで精一杯だった保護者も、少し余裕が出てきて周りが

見えるようになってきた。それに伴い、我が子を他児と比較し、どこか不安な様子を見せる

保護者も見られるようになった。 

このタイミングで、年間予定にあった保護者会を迎えることとなった。

その後・・・ 

その後・・・ 

保育者の働き掛け（その１） 
○ 保護者会で話題にしたいことについて、事前にアンケートをとり、保護者の

ニーズを把握した。

保育者の働き掛け（その２） 
○ 保護者会において、保護者同士の懇談の場を設け、トイレットトレーニング

をテーマに情報交換ができるようにした。

子供の生活は、家庭から園へ、園から家庭へと連続しており、保護者と保育者の相互理解は、

教育及び保育による子供の発達にとって欠かせないものである。

子供に関する情報交換をきめ細かく行うこと、子供への愛情や成長を喜ぶ気持ちを伝え合う

こと、保護者の置かれている状況やその思いを受け止め理解を示すことなどが重要である。

ここがポイント︕ 

保育者の働き掛け（その３） 
○ 懇談の内容を踏まえ、子供の発達の道筋や１年間の保育方針などについ

て、写真や動画を交えて分かりやすく説明した。

保育者からの説明が保護者同士の懇談を踏まえた内容だったこともあり、今後の保育方針

などについて十分な理解が得られたようだった。保護者は、安心した表情で保護者会を後に

した。 

その後・・・ 
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保育参加（保育者体験）により⼦供理解を図り、保護者が⼦育てに⾃信をもて
るようにする。 

 

 

「子供とのかかわりに自信がない」「言葉掛けのタイミングが分からない」「泣かれるとど

うしたらいいか分からない」と話していた保護者は、「子供とかかわる前に一呼吸置くことで、

上手にやりとりができることが分かった」と嬉しそうに話した。 

また、その他の保護者からも、「保育参加を経験し、考えるより先に遊んだ方が、子供のこ

とが分かると実感できた」「保育者の援助を、家庭でのかかわり方の参考にしたい」といった

感想が寄せられた。 

個人面談のときに、保護者から、「家では見られない姿を見ることができた」「多くの子供と

かかわることが、客観的に我が子を見るきっかけになった」とのコメントがあった。 

これ以降、保育参加当日の子供の姿をもとに、保護者と保育者の間で子供の成長を喜び合う

場面が増えた。保護者が子育てに対して、自信を深めている様子が伺えた。 

③ 教育及び保育の活動に対する保護者の積極的な参加

３歳児５月、乳児クラスから幼児クラスとなってから１か月が経った頃、複数の保護者か

ら「うちの子、友達と仲良くやっていますか」「ちゃんと遊べていますか」など、我が子の園

での様子を心配する声が聞かれるようになった。

その後・・・ 

その後・・・ 

保育者の働き掛け（その１） 
○ 保護者に「保育者」として保育に参加してもらう機会を設けた。

・ 保育者の子供とのかかわり方や、子供への言葉掛けを子育ての参考

にしてもらった。 

・ 我が子だけでなく、「クラス全体のお手伝い」として参加してもらい、 

多くの子供とかかわることで、子供への理解の幅を広げる機会とした。

保育者の働き掛け（その２） 
○ 子供が午睡している間に個人面談を行った。保育参加を踏まえて、子供の

成長を共に喜び合ったり、子育てについて考えたりする機会とした。

教育及び保育の活動に保護者が参加することは、子供の遊びの世界や言動の意味や、友達と

関わる過程にはいざこざや気持ちの折り合いがあること、保育者が子供の心の揺れに応じてき

め細やかにかかわっていることなどについて保護者が理解することにつながる。

さらには、保護者が自らの子育てを実践する力の向上に結び付けるとともに、地域社会にお

いて子育ての経験を継承していくことが大切である。

ここがポイント︕ 
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保護者の状況に配慮し、発熱時の対応を⾏う。

 

 

保護者は、「明日から夏季休暇を取る都合上、本日はできる限り遅くまで仕事をしたい。急

激に熱が高くなる子供ではないので、このまま、もうしばらく様子を見てもらいたい」と申

し出た。保育者は対応について園長に相談した。 

園長は保育者に対し、「①子供がどのような状態になったら迎えに来るか、保護者に確認す

ること、②子供の体温が３８℃まで上がったら、保護者に迎えに来るよう伝えること、③子

供の容態が急変した場合に、どのような対応を望むか（どの病院に搬送するか）保護者に確

認すること」を指示した。 

保護者は、「子供の体温が３８℃になったら迎えに行くので、連絡してほしい」「容態が急

変した場合は、かかりつけのＡ医院にお願いしたい」と回答した。 

④ 保護者の仕事と⼦育ての両⽴等の⽀援

朝、風邪気味で受け入れた子供が、午前中の検温でやや高めの体温になっていた。食後に

再度検温すると、本園で保護者に連絡する目安としている３７℃となっていた。 

園は、この保護者が、翌日から職場で夏季休暇を取る予定であることを把握していた。

その後・・・ 

その後・・・ 

保育者の働き掛け（その１） 
○ 園長の判断により、食後の検温後、保護者に第１報を入れた。子供の体

温が３７℃であることを伝え、即、迎えに来るか、しばらく様子を見るか、保

護者に判断を委ねた。

保育者の働き掛け（その２） 
○ 保護者に連絡し、園長に指示された３点について確認した。

保護者の仕事と子育ての両立等を支援するため、保護者の状況を配慮するとともに、常に子

供の福祉の尊重を念頭に置き、園児の生活への配慮がなされるよう、家庭と密に連携・協力し

ていく必要がある。

保育者の働き掛け（その３） 
○ 子供の体温が３８℃に達したため、保護者に連絡した。

・ 容態は落ち着いているので、慌てず迎えに来るよう伝えた。 

・ 保護者が安心するよう、食欲はあったことや、水分補給をこまめに行っ

ていることを伝えた。 

その後・・・ 

保護者は、発熱に対しての心配はあるものの、園での様子を詳しく聞いたことで安心し、

落ち着いた様子で迎えに来た。 

ここがポイント︕ 
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保護者に⼀時預かり保育の制度を知らせ、⼦育てを⽀援する。

 面談において、母親は「在宅での仕事なので、子供がいるとなかなか仕事がはかどらず、

園でA 児をもう少し長く預かってもらえると、助かる」と話した。 

保護者は、週に2 日間、一時預かり保育を利用することになった。迎えの時間は、保護者

と保育者で話し合い、仕事時間の確保と子供の生活リズムなどを勘案し、１６時となった。 

しばらくして、毎日の送迎時に、保護者が保育者に、子供の家庭での様子や成長について話

すようになった。また、保護者は、時間を有効に活用することで精神的にもゆとりができ、

表情に余裕が見えるようになった。 

⑤ 地域の実態や保護者の要請により教育を⾏う標準的な時間の終了後等に
希望する者を対象に⼀時預かり事業などとして⾏う活動

４歳児から入園したＡ児。０歳の弟（家庭保育）がいるが、Ａ児が園生活に慣れてきたた

め、母親は在宅の仕事を始めた。しだいに、迎えの時間に遅れる日が出始め、母親は疲れた

表情で迎えに来ることが増えた。

その後・・・ 

その後・・・ 

保育者の働き掛け（その１） 
○ 保護者が困っていると感じたため、子育て等について、相談できるよう、

臨時の個人面談の機会を設けた。

保育者の働き掛け（その２） 
○ 一時預かり保育の制度を紹介し、その利用について提案した。

ここがポイント︕ 

一時預かり事業として行う活動については、地域の実態や保護者の事情とともに、園児の心

身の負担に配慮した生活のリズムを踏まえつつ、弾力的な運用に配慮することが重要である。

（実施日数や時間などについて。）

そのためには、子供の家庭での過ごし方や園での子供の状態などについて、保護者と保育者

で情報交換するなど、家庭と緊密な連携を図ることで子育てにおける不安や悩みをくみとると

ともに、解決の方法を提案し、保護者が自ら選択できるようにしていくことが重要である。
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保護者の理解を得て、関係諸機関と連携し、⼦育てを⽀援する。             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者は提案を了解し、特別支援教育コーディネーター（巡回相談員）から助言を得るこ

ととなった。 

特別支援教育コーディネーター（巡回相談員）からは、「個別の教育支援計画及び個別指導

計画を作成すること」「スモールステップで少しずつ課題と向き合っていくこと」の 2 点に

ついて助言を得た。 

 この助言を保育者と保護者で共有し、最近のＢ児へのかかわりについての振り返りを行っ

た。すると、両者から「幼児クラスに上がったことで、周りの幼児とＢ児とを比較すること

が増え、焦りが出ていた」ということが共通の認識として出された。 

 その反省をもとに、園内委員会を設置し、保護者の願いを反映させながら、Ｂ児の個別の

教育支援計画を策定するとともに、支援内容を明確にして、指導目標や指導内容、指導方法

を具体的に記した個別指導計画を作成した。 

⑥ 障害や発達上の課題のある⼦供の保護者⽀援 

乳児クラスの頃からこだわりの強さが目立ち、各種活動への参加や、友達とのかかわり方

などにおいて困難な場面があったＢ児。これまでも保護者との連携を密にし、家庭と園での

姿の情報共有に努め、ともに成長を喜びながら、Ｂ児がよりよい園生活を送れるよう、一緒

に考えてきた。 

３歳になり、幼児クラスに上がると、活動への参加や友達とのかかわりにおけるＢ児の課

題が顕著になってきた。 

 

その後・・・ 

保育者の働き掛け 
○ 地域の特別支援学校に所属する特別支援教育コーディネーター（巡回相

談員）に相談し、園や家庭での支援等について助言を得ることを、保護者に

提案した。 

子供に障害や発達上の課題が見られる場合には、園内委員会を設置するなど、園の職員が組

織的に対応していくことが必要である。 
その上で、区市町村や関係機関と連携及び協力を図りつつ、保護者に対する十分な配慮の下

で、個別の支援を行っていくことが重要である。 

ここがポイント︕ 

185

子
育
て
の
支
援



  
 

 
 

 
 

初めての⼦育てを経験している保護者を⽀える。                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ある日の降園時、引き渡し後の玄関で、「靴を履かない」「歩かない」と言い張って泣いている

Ｃ児を見かけた。その際、「Ｃ児ちゃん、歩くの上手なんだよね」と言葉を掛けると、Ｃ児は歩き

始めた。保護者は、安堵した表情を見せ、Ｃ児と手をつないで帰っていった。 

翌日、保護者は保育者に、「先生、昨日はありがとうございました。あのように、褒めてやる気

にさせる方法もあるんですね。参考になりました」と言い、穏やかな表情を見せた。 

⑦ 保護者に対する個別の⽀援 

園生活では、抵抗なく歩いているＣ児（２歳２ヶ月）。 

Ｃ児の保護者から、「送迎時には入園以来の習慣が抜けず、歩こうとしないのだが、どうし

たらよいか」と相談があった。 

 

その後・・・ 

保育者の働き掛け（その１） 
○ 保育中の散歩等で、Ｃ児のペースに合わせて歩いたり、手をつないで会話

をしながら歩いたりするなど、歩くことを楽しめるよう心掛けた。 

保護者に育児不安等が見られる場合には、個々の保護者の思いや意向、要望、悩み、不安な

どに対して、個別の支援を行うように努めることが重要である。 

ここがポイント︕ 

保育者の働き掛け（その２） 
○ 他の保護者も、それぞれ悩みを抱えていることを伝えた。 

○ 具体的な方法を知らせた。 

 ・ 送迎時には、抱っこひもを持たない。 

 ・ Ｃ児と手をつないで歩くことが、保護者は嬉しいことを伝える。 

・ Ｃ児が成長しているから抱っこはできないこと、そして、それは喜ばしい

ことだということをＣ児に伝える。 

 

その後・・・ 

ほどなくして、保護者から保育者に、「抱っこひもがあることが分かっている休日にも、歩くこ

とが増えてきている」という話があった。また、保護者の表情は明るくなり、何か気になること

があると、保育者に気軽に相談するようになった。 
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区市町村や関係機関と連携し、適切な対応を図る。 

                

※ 保護者の不適切な養育とは、保護者の養育に、子供への不適切な関わり方が見られ、それによって子供が苦痛を感じたり、子

供の心身に危険が生じることが予測されたり、現に心身に問題が生じているような状態をいう。虐待よりも広い概念で用いられ、

具体的には、子供への暴言、不当な扱い、放任などが挙げられる。（参考：幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説） 
※ 児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速やかに、これを市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童

相談所又は児童委員を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しなければならない。  
（児童虐待の防止等に関する法律 第六条）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者は、「特に困っていることはない」「最近、寝るのが遅くなっていて、早く起きられ

ない」と話して、その日は降園した。 

その後もしばらく、Ｄ児が遅く登園し、眠そうにしている状況は続いた。 

ある日、保育者は、Ｄ児の顔にあざができていることに気付いた。「ちょっと、ごめんなさ

いね」と断り、子供のシャツを上げると、背中にも数か所あざが認められた。保育者が「ど

うしたの」と聞いても、Ｄ児は答えなかった。保育者がこのことを園長に報告すると、園長

は「降園時に保護者に心当たりがないか聞いてみましょう。その結果いかんでは、児童相談

所に通告します」と話した。その日の降園時、保護者に心当たりがないか尋ねると、保護者

は「分かりません」と答えるだけだった。保護者は思いつめたような表情をしていた。 

園長は、児童相談所への通告が必要であると判断した。 

翌日、Ｄ児は、児童相談所に保護された。 

⑧ 保護者に不適切な養育等が疑われる場合の⽀援 

保育者は、Ｄ児の登園時間が段々と遅くなっていることや、登園してもＤ児が眠そうにし

ていて遊びに集中できない様子、さらには、保育者が肩に触れてスキンシップを図ろうとす

ると、驚いて素早く自らの身を守ろうとする姿を見せることが気になっていた。 

家庭での生活に、何か要因があるのでないかと感じていた。 

 

その後・・・ 

その後・・・ 

保育者の働き掛け（その１） 
○ 降園時に、保護者に対して、「何か最近困っていることはないか」「何でも

相談してほしい」と伝えた。 

保育者の働き掛け（その２） 
○ 園長は、虐待を受けたと思われる子供がいることを、園を所管する自治体

の福祉担当部署及び教育委員会に通告した。 

保護者に不適切な養育が疑われる場合には、区市町村や関係機関と連携し、要保護児童対策

地域協議会で検討するなど適切な対応を図ることが重要である。 
また、児童虐待については、「虐待と思われる」時点での通告義務が、園や保育者に課せられ

ており、速やかな対応が求められている。 

ここがポイント︕ 
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（２）地域における子育て家庭の保護者等に対する支援例 

 
 

 
未就園親⼦対象の「⼦育てひろば」において、保護者を⽀援する。 

                

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保護者は、実際に同年齢の子供の姿や、保育者の見守り方、援助の仕方を見ることができ、

ヒントを得られたようだった。「とても参考になりました。給食体験を楽しみにしています」

と言い、ほっとした表情で帰っていった。 

後日、給食体験の日となった。子供が食べている様子を見ると、少し大きい具材や固い物

は口から出してしまう姿が見られた。保護者に聞いてみたところ、家庭では比較的柔らかい

ものを食べさせていたと話した。 

園所属の栄養士から、「発達に合った大きさや固さの食材にすること」「保護者が食べる姿

を見せることで、子供も真似をして口を動かすようになること」「食べさせるときは舌の奥の

方に食べ物を置くのではなく、前の方に置いてあげること」など具体的にアドバイスをする

と、保護者は「家でも試してみます」と言い、安心した様子だった。 

① ⼦育て⽀援事業 

Ｅこども園では、未就園親子対象の「子育てひろば」を、月に２回開催している。この日

は、ホームページやポスターで情報を得た１０組ほどの親子が参加していた。参加した親子

は、設定された環境で思い思いに遊んでいた。保護者同士で、子育てに関する情報交換をす

る姿も見られた。 

そのような中、一人の保護者から「うちの子供は１歳６か月です。食事の時、あまり噛ま

ずに飲み込んでしまうのですが、食べさせ方で何か工夫できることはありますか」という相

談を受けた。 

 

その後・・・ 

保育者の働き掛け 
○ １歳児クラスに案内し、実際に、食べている様子を見てもらった。 

○ 事前に予約をすれば、給食体験ができることを知らせた。 

地域における子育て支援は、園がもつ地域性、園自体の特徴、園の職員の専門性などを十分

考慮して、当該地域において必要と認められるものを適切に実施することが重要である。 
また、園の職員が子育て支援の重要性を認識し、様々な思いに対し、親しみをもって応じ、

きめ細かな心配りを行うことが求められる。 
さらには、園が、気軽に訪れ、相談することができる心強い身近な施設になることは、子育

てを行う上での保護者の安心感にもつながる。育児不安を和らげ、虐待を防止する等の役割が

園にあることを自覚し、地域の子育て家庭の保護者を受け入れていくことが必要である。 

ここがポイント︕ 
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中学⽣の職場体験をとおして、地域の⼦供の健全育成に貢献する。 

                

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒Ｇ、生徒Ｈは、毎日の振り返りの場で、うまくいったことも、うまくいかなかったこ

とも、その要因が分からず、苦心していた。保育者は、意図的・計画的に保育をすることが

重要であり、そのことにより、評価もできることを説いた。２歳児クラスに入った生徒Ｇ、

生徒Ｈは、保育の奥深さを実感していた。 

生徒Ｊは、最初こそ恥ずかしがっていたが、保育者のサポートを得て、少しずつ子供とか

かわるようになっていった。生徒Ｊ自身にも笑顔が出てきて、最終日の感想では、「子供たち

が『一緒に遊んでくれてありがとう。楽しかった』」と言ってくれたことが嬉しかった」と話

した。保育者が、生徒Ｊの一生懸命さが子供たちに伝わったからこその姿であることを話す

と、生徒Ｊは嬉しそうにしていた。 

後日、保育者が中学校の担当教員と振り返りを行ったところ、生徒Ｇ、生徒Ｈはさらに保

育者になる気持ちを高め、生徒Ｊについては、自分から「先生、５歳の子供たちが『ありが

とう。楽しかった』って言ってくれたんだよ。自分も嬉しかったよ」と興奮気味に話してき

たとのことであった。生徒Ｊのそのような姿は、学校で初めて見たとのことであった。 

② 地域における関係機関等との連携 

Ｆこども園では、地域の中学校の職場体験で、３名の生徒を受け入れることとなった。昨

年度より充実したものとするため、中学校の担当教員と事前の打合せを綿密に行った。その

中で、次の情報が得られた。 

・ ３名のうち、２名（生徒Ｇ、生徒Ｈ）は将来、保育関係の仕事に就くことを希望して

いる。今回の職場体験では、保育関係の仕事の素晴らしさを感じるとともに、厳しさや

責任についても認識することを「ねらい」とした。 

・ １名（生徒Ｊ）は、保育関係の仕事に就くことを希望しているわけではないが、弟や

妹がいることもあり、「子供が好きだから」という理由で職場体験先を選択した。また、

この生徒Ｊは、学業、部活動のほか、学校生活全般において意欲的な姿がほとんど見ら

れず、個人面談では「自分に自信がもてない」「自分は何をやってもだめだ」という発言

をしている。今回の職場体験では、この生徒Ｊが充実感を得るとともに、自尊感情を高

めることを「ねらい」とした。

 

その後・・・ 

保育者の働き掛け 
○ 生徒Ｇ、生徒Ｈに対しては、毎日の振り返りの場で、「うまくいったこと」「う

まくいかなかったこと」を挙げさせるとともに、その要因を深く考えさせた。 

○ 生徒Ｊに対しては、子供と積極的にかかわれるよう援助し、「子供が生徒Ｊ

とのかかわりを喜んでいること」を実感できるようにした。 

子育ての支援は、地域の子供の健全育成のためにも有効である。また、次世代育成支援の観

点から、中学校や高等学校が実施する乳幼児との触れ合いや交流に協力するなど、就学前教育

施設が将来に向けて地域の子育て力の向上につながるような支援をしていくことも重要である。

ここがポイント︕ 
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なお、東京都教育委員会においては、次の者が本書の編集に当たった。

就学前教育カリキュラム開発委員会（平成２２年度） 

委 員 長 

学  識 

学  識 

委  員 

台東区石浜橋場こども園長 

聖徳大学児童学部児童学科教授 

東京成徳大学子ども学部子ども学科准教授 

日本女子大学附属豊明幼稚園長 

港区立本村幼稚園教諭 

文京区立根津幼稚園教諭 

品川区立平塚幼稚園教諭 

日野市立第五幼稚園教諭 

千代田区立いずみこども園教諭 

新宿区立四谷子ども園保育士

文京区立大塚保育園保育士

北区立王子保育園保育士

荒川区立西日暮里保育園保育士

大田区教育委員会幼児教育センター主任主事 

宮 本 桂 子 

篠 原 孝 子 

塩 谷   香 

永 田 陽 子 

栁 井 洋 子 

藤 井 美 恵 

山 本 淳 子 

石 川 星 子 

千 葉 江 美 

大 川 理 香 

分 部   薫

小 林 正 子

中 島 孝 子

今 中 恵美香

伊 東 哲 指導部義務教育特別支援教育指導課長

相 原 雄 三 指導部主任指導主事（幼児教育・教育評価・道徳教育担当）

伊 藤 秀 一 指導部義務教育特別支援教育指導課統括指導主事

石 川 悦 子 指導部義務教育特別支援教育指導課指導主事 

河 合 優 子 指導部義務教育特別支援教育指導課指導主事 

藤 村 真 理 指導部義務教育特別支援教育指導課課務担当係長

中 島 亮 子 指導部管理課 課務担当係長

島 崎 智 恵 教職員研修センター研修部授業力向上課指導主事

※ 所属及び職名は、平成２２年度のものである。
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就学前教育カリキュラム改訂版 作成委員会（平成２７年度） 

 
    委員長   渡 邊 郁 美   新宿区立あいじつ子ども園長  
    学 識   柴 崎 正 行   大妻女子大学家政学部児童学科教授  
    委 員   町 山 太 郎   学校法人町山学園まどか幼稚園長 
          大 川 美紀子   千代田区立麹町幼稚園主任教諭  
          榊   有 加   品川区立二葉幼稚園教諭  
          五百川 智 子   目黒区立げっこうはらこども園教諭  
          阿 部 亜紀代   千代田区立ふじみこども園保育士 
          山 野 紀 子   台東区立東上野保育園保育士  
          鈴 木 千 鶴   渋谷区立恵比寿保育園保育士  
          山 本 久 子   杉並区立西荻北子供園保育士  
 
 

なお、東京都教育委員会においては、次の者が本書の編集に当たった。 
          川 越 豊 彦   指導部義務教育指導課長 
          市 川   茂   指導部主任指導主事（幼児教育・環境教育担当） 
          貞 方 功太郎   指導部義務教育指導課統括指導主事 
          秋 田 博 昭   指導部義務教育指導課指導主事  
          島 村 雄次郎   指導部義務教育指導課課長代理（課務担当） 
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